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※本機器を安全にご使用いただ く ために
●本書に対する注意

1) 本書は、 最終ユーザまでお届けいただき ますよ う お願いし ます。

2) 本製品の操作は、 本書を よ く 読んで内容を理解し た後に行なって く ださい。

3) 本書は、 本製品に含まれる機能詳細を説明する ものであ り 、 お客様の特定目的に適合する ものでは

あ り ません。

4) 本書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製する こ と は固 く お断 り いた し ます。

5) 本書の内容については、 将来予告無しに変更する こ と があ り ます。

6) 本書の内容については、 細心の注意を も って作成し ま し たが、 も し不審な点や誤 り 、 記載もれなど

お気付きの こ と があ り ま し た ら当社営業所 ・ サービ ス またはお買い求めの代理店までご連絡 く だ

さい。

●本製品の保護・安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御する システムの保護 ・ 安全のため当該製品を取 り 扱 う 際には、 本

書の安全に関する指示事項に従って く ださい。 なお、 これらの指示事項に反する扱いを された場合

は、 当社は安全性の保証をいた し ません。

2) 本製品を、 安全に使用し ていただ く ため本書に使用する シンボルマークは下記の通 り です。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡し た り 、 大けがを し た り するほ

か、 爆発 ・ 火災を引き起こす恐れがあ り ます。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあ り ます。

図番号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示し ています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 し てはいけない行為 （禁止事項） を示し ています。

の中や近 く に具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずし てほしい行為を示し ています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用し ている場合

機器の電源電圧が、供給電源電圧に合っているか必ず確認した上で本機器の電源をいれて く ださい。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・ 工場電気設防爆指針」 に示される爆発性ガス ・ 蒸気の発生する危険雰囲気で も使用でき る機

器がございます （0 種場所、 1 種場所および 2 種場所に設置）。 設置する場所に応じ て、 本質安全防

爆構造 ・ 耐圧防爆構造あ るいは特殊防爆構造の機器を選定し て頂き ご使用 く ださい。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・ 配線 ・ 配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加え られてお り ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行って く ださい。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員 と技術員および取 り 扱いに関わるすべての関

係者の健康 と安全に対する危険性を回避する ために、 適正な洗浄を行なって く ださい。

返却時には必ず添付 「安全／洗浄確認依頼書」 に記入し ていただき、 この依頼書 と製品を必ず一緒

に送 り く ださい。

必要事項を記入し て頂かない限 り 、 ご依頼をお受けする こ と ができ ません。

また返却の際、 弊社従業員あ るいは技術員 と必ず事前に打ち合わせの上、 返却を し て く ださい。

危険

警告

注意



安全／洗浄確認依頼書
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安全／洗浄確認依頼書

物品を受け取る弊社従業員 と技術員および、取扱いに関わるすべての関係者の健康と安全に対する危険性を回避する
ために、 適正な洗浄を行なって頂 く と共に被測定物についての的確な情報を記載下さ る よ う お願い申し上げます。
For the health and safety of all personnels related with returned instruments, please proceed proper cleaning and give the
precise information of the matter.

会社名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 担当者名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  
（Company:） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （Person to contact:）

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
（Address:）

電話 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｆ Ａ Ｘ ： 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（Tel.:） （Fax:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

返送理由／ Reason for the return

型式：　　　　　　　　　　　　　　　 　 ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ：　　　　　　　　　　　　　　　　 
（Type of instruments:） （Serial number:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

プロセスデータ／ Process data

特性／ Properties：

私 （達） は、 返送し た製品に毒性 （酸性、 アルカ リ 性溶液、 触媒体等） または すべての危険性がない こ と を こ こ に
確認し ます。 放射性汚染機器は放射線障害防止法に基づき、 お送 り にな る前に除染されていなければな り ません。
We herewith confirm, that the returned instruments are free of any dangerous or poisonous materials （acids, alkaline
solutions, solvents） . Radioactive contaminated instruments must be decontaminated according to the radiological safety
regulations prior to shipment.

日付／ date ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ご署名／ signature ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

本依頼書は製品と一緒にお送りください。

修理／ Repair 校正／ Calibration 交換／ Exchange

返品／ Return その他／ Other 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

被測定物：
（Process matter:）

使用洗浄液名：
　 （Cleaned with ： ）

毒性／ Toxic 水と反応／ Reacts with water

腐食性／ Corrosive 水溶性／ Soluble in water

爆発性／ Explosive 判別不能／ Unknown

生物学的危険性／ Biologically dangerous 安全／洗浄確認依頼書をすべて記入して頂かない限り、ご依頼を
お受けすることができません。
The order can not be handled without the completed safety sheet.放射性／ Radioactive
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1 プロ ラ イ ン プロマグ 50 の機能マ ト リ ッ クス

1.1 機能マ ト リ ッ クス ： レ イアウ ト と使い方

機能マ ト リ ッ ク スは 2 つのレベルで構成されます。 1 つはグループ、 も う  1 つは機能です。
グループは測定装置に対する操作オプシ ョ ンの最上位グループです。
それぞれのグループには多数の機能が含まれています。
グループは、 測定装置の制御やパラ メ ータ設定を行 う ための個別機能を呼び出すために選択し
ます。
グループの概要は、 3 ページの目次、 および 6 ページの機能マ ト リ ッ ク スの一覧図に収録されて
います。
また、 6 ページには機能の概要が詳しい機能解説のページ番号と いっ し ょ に記載されています。
個々の機能に関する説明は 7 ページから始ま り ます。

機能を設定する例 （この場合はユーザイ ン タ フ ェース言語の変更） は以下の とお り です。
1. 機能マ ト リ ッ ク ス を表示し ます （F キー）。

2. オペレーシュ ン グループを選択し ます。

3. ゲンゴ （言語） 機能を選択し、 設定を ニホンゴ から ENGLISH に変更し OS 、 F キーで保
存し ます。

4. 機能マ ト リ ッ ク ス を終了し ます （ESC キーを 3 秒以上押し ます）。
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1.2 プロマグ 50 機能マ ト リ クス
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機能説明 プロ ラ イ ン プロマグ 50 2 グループ ソ ク テイスルア タ イ （測定する値）

エン ド レスハウザー ジャパン 7

2 グループ ソ ク テイスルア タ イ （測定する値）

機能説明：ĝĖġĐěķďĞĐ（測定する値）

! 注意 !

• こ こ で示す測定変数の単位はﾀﾝｲﾉｾﾝﾀｸ （単位の選択） グループで設定する こ と ができ ます。

• パイプ内の流体が逆流する と きは、 マイナス符号がデ ィ スプレ イの流量値の前に付き ます。

ĞĐĜĕ ĶċđĶČđ
（体積流量）

この機能では、 現在の流量測定値がデ ィ スプレ イに表示されます。

表示内容：
単位と符号を含む 5 桁の浮動小数点数

（例 ： 5.5445 dm3/min; 1.4359 m3/h; -731.63 gal/d など）



3 グループ タ ン イ ノ セン タ ク （単位の選択） 機能説明 プロ ラ イ ン プロマグ 50

8 エン ド レスハウザー ジ ャパン

3 グループ タ ン イ ノ セン タ ク （単位の選択）

機能説明： ĞĻĐħĜĻĞĖ（単位の選択）

この機能グループを使用し て、 測定値の単位を選択し ます。

ĞĐĜĕ ĶċđĶČđħĞĻĐ
（体積流量の単位）

この機能を使用し て、 体積流量を表示する単位を選択し ます。

こ こ で選択する単位は、 次の機能にも適用されます。

• 電流出力

• 周波数出力

• ス イ ッ チポ イ ン ト （体積流量、 流れ方向の制限値）

• ローフ ローカ ッ ト オフ

選択項目：
メ ー ト ル法 ：

立方センチ メ ー ト ル → cm3/s; cm3/min; cm3/h; cm3/day

立方デシ メ ー ト ル → dm3/s; dm3/min; dm3/h; dm3/day

立方 メ ー ト ル → m3/s; m3/min; m3/h; m3/day

ミ リ リ ッ ト ル → ml/s; ml/min; ml/h; ml/day

リ ッ ト ル → l/s; l/min; l/h; l/day

ヘク ト リ ッ ト ル → hl/s; hl/min; hl/h; hl/day

メ ガ リ ッ ト ル → Ml/s; Ml/min; Ml/h; Ml/day

米国 ：

立方センチ メ ー ト ル → cc/s; cc/min; cc/h; cc/day

エーカーフ ッ ト  → af/s; af/min; af/h; af/day

立法フ ッ ト  → ft3/s; ft3/min; ft3/h; ft3/day

液体オン ス → oz f/s; oz f/min; oz f/h; oz f/day

ガロ ン → gal/s; gal/min; gal/h; gal/day

キ ロガロ ン → Kgal/s; Kgal/min; Kgal/h; Kgal/day

ミ リ オンガロ ン → Mgal/s; Mgal/min; Mgal/h; Mgal/day

バレル （通常の流体 ： 31.5 ガロ ン / バレル） → bbl/s; bbl/min; bbl/h; bbl/day

バレル （ビール ： 31.0 ガロ ン / バレル） → bbl/s; bbl/min; bbl/h; bbl/day

バレル （石油化学 ： 42.0 ガロ ン / バレル） → bbl/s; bbl/min; bbl/h; bbl/day

バレル （貯蔵タ ン ク ： 55.0 ガロ ン / バレル） → bbl/s; bbl/min; bbl/h; bbl/day

英国 ：

ガロ ン → gal/s; gal/min; gal/h; gal/day

メ ガガロ ン → Mgal/s; Mgal/min; Mgal/h; Mgal/day

バレル （ビール ： 36.0 ガロ ン / バレル） → bbl/s; bbl/min; bbl/h; bbl/day

バレル （石油化学製品 ： 34.97 ガロ ン / バレル） → bbl/s; bbl/min; bbl/h; 

bbl/day

初期設定：
呼び口径と 国によ って異な り ます （58 ページ以降を参照）。

ĞĐĜĕħĞĻĐ
（体積の単位）

この機能を使用し て、 体積を表示する単位を選択し ます。

こ こ で選択する単位は、 次の機能にも適用されます。

• パルス値 （例 ： m3/p）

選択項目：
メ ー ト ル法 → cm3; dm3; m3; ml; l; hl; Ml Mega

米国 → cc; af; ft3; oz f; gal; Kgal; Mgal; bbl （通常の流体） ; bbl （ビール） ; 

bbl （石油化学製品） → bbl （貯蔵タ ン ク）

英国 → gal; Mgal; bbl （ビール） ; bbl （石油化学製品）

初期設定：
呼び口径と 国によ って異な り ます （58 ページ以降を参照）。 

! 注意 !

各積算計の単位は、 こ こ で選択し た単位と は関係な く 、 積算計の設定で個々

に選択する こ と ができ ます。
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ģĔļęħĞĻĐ
（長さの単位）

この機能によ り 、 呼び口径の長さ を表示する単位を選択し ます。

こ こ で選択する単位は、 次の機能にも適用されます。

• センサの呼び口径 （52 ページの " ﾖﾋﾞｺｳｹｲ （呼び口径） " 機能を参照し て く

だ さい）。

選択項目：
ミ リ メ ー ト ル

INCH

初期設定：
ミ リ メ ー ト ル （SI 単位 ： 米国と カナダ以外）

INCH （US 単位 : 米国 と カナダのみ）

ĪĉĎĭčĢ ĩĠļė / ĚļĘĖ
（フォーマット 日付 / 時
刻）

この機能を使用し て、 日付と 時刻のフ ォーマ ッ ト を選択し ます。

こ こ で選択する単位は、 次の機能にも適用されます。

最新の校正の日付 （52 ページの機能 " ｺｳｾｲﾋﾞ （校正日） " を参照）。

選択項目：
DD.MM.YY 24H

MM/DD/YY 12H A/P

DD.MM.YY 12H A/P

MM/DD/YY 24H

初期設定：
DD.MM.YY 24H （SI 単位）

MM/DD/YY 12H A/P （US 単位）

機能説明： ĞĻĐħĜĻĞĖ（単位の選択）
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4 グループ ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ

! 注意 !
機能設定中に ESC キーを押すと、 画面は " ｷﾎﾝｸｲｯｸｾｯﾄｱｯﾌﾟ " に戻 り ます。

a0005413-en

機能説明：ĖĐčĖĜčĢďčĪĽ

ĕĬĻĖĐčĖĜčĢďčĪĽ
（基本クイックセット
アップ）

この機能は基本設定のセ ッ ト ア ッ プ メ ニューを開始する と きに使用し ます。

選択項目：
ﾊｲ

ｲｲｴ

初期設定：
ｲｲｴ

a0005413-en

Esc

E+-

XXX.XXX.XX
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5 グループ オペレーシ ョ ン

機能説明： ēīĽĸĎĚČĻ

ėļĻĘļ（言語） この機能を使用し て、 現場指示計で表示されるすべてのパラ メ ータおよび

メ ッ セージの言語を選択し ます。

! 注意 !

表示オプシ ョ ンは言語グループ機能に示される利用可能な言語グループに依

存し ます。

選択項目：
言語グループ 　 西欧／米国 ：

英語

オラ ンダ語

フ ラ ン ス語

スペイ ン語

イ タ リ ア語

オラ ンダ語

ポル ト ガル語

言語グループ 　 東欧／スカンジナビア ：

英語

ノ ルウ ェー語

ス ウ ェーデン語

フ ィ ン ラ ン ド語

ポーラ ン ド語

ロ シア語

チェ コ語

言語グループ 　 アジア ：

英語

イ ン ド ネシア語

日本語 （カナ）

初期設定：
国によ って異な り ます （58 ページ以降を参照し て く ださい）。

! 注意 !

• 起動時に OS キーを同時に押す と、 言語は初期値の 「ENGLISH」 にな り ま

す。

• 設定プロ グ ラ ム FieldCare によ り 、 言語グループを変更する こ と ができ ま

す。 ご質問等ございま し た ら、 弊社営業所までご連絡 く ださい。
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ďĖĜěĘĎĢļ 測定システムのすべてのデータ を不注意の誤動作から保護する こ と ができ ま

す。 こ の機能によ り 決められた コード を入力し ない と設定値の変更ができ ま

せん。 OS キーが押される と 、 どの機能にあって も自動的に、 この機能に切

り 替わ り 、 コード を入力する画面が、 表示部に表示されます （プロ グ ラ ミ ン

グがロ ッ ク されている場合）。

プラ イベー ト コード （工場出荷設定 = 50、 12 ページの " ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄｺｰﾄﾞ " の機

能を参照） を入力する こ と によ ってプロ グ ラ ミ ングを有効にする こ と ができ

ます。

選択項目：
最大 4 桁の数字 ： 0 ～ 9999

! 注意 !

• 自動的にホームポジシ ョ ンに戻った後、 60 秒間キー操作を行わなければ、

プロ グ ラ ミ ングレベルは無効にな り ます。

• プラ イベー ト コード以外の数字を入力する と 、 プロ グ ラ ミ ングはロ ッ ク さ

れます。

• プラ イベー ト コード を紛失し た場合は、 弊社サービ スにお問い合わせ く だ

さ い。

ĪĽĵĐīļĎĢĘĎĢļ この機能を使用し て、 プロ グ ラ ミ ングを有効にするためのパーソナルコード

を入力し ます。

選択項目：
最大 4 桁の数字 ： 0 ～ 9999

初期設定：
50

! 注意 !

• プラ イベー ト コード で 0 を設定する と、 常時プロ グ ラ ミ ングが有効にな り

ます。

• プロ グ ラ ミ ングを ロ ッ クする と 、 この機能は利用でき ません。

また、 第三者によ る コード の変更も不可能にな り ます。

ďĖĜěěġĎĞě この機能によ り 、 機能マ ト リ ッ ク スに対する ア ク セス ステータ ス をチェ ッ ク

し ます。

表示：
カ ス タマーア ク セス （パラ メ ータ設定が可能）

ロ ッ ク （パラ メ ータ設定が不可能）

ďĖĜěĔđĻĞ 機能マ ト リ ッ ク スにア ク セスする ために何回カス タマーコード、 サービ ス

コード が入力されたかを表示し ます。

表示：
最大 7 桁の数字 ： 0 ～ 9999999

初期設定：
0

機能説明： ēīĽĸĎĚČĻ
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6 グループ ユーザーイ ン ターフ ェース

機能説明：ĳĎęļĎĐĻĞĎĪĈĎě

1 ĕļČđİħĺĶďġ
（1 行目の割当て）

この機能は、 通常の測定操作中にデ ィ スプレ イの メ イ ン行 （ローカルデ ィ ス

プレ イの上の行） に割 り 当てる表示値を定義する ために使用し ます。

選択項目：
ｵﾌ

ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量）

ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ % （体積流量 %）

ｾｷｻﾝｹｲ 1 （積算計 1）

ｾｷｻﾝｹｲ 2 （積算計 2）

初期設定：
ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量）

2 ĕļČđİħĺĶďġ
（2 行目の割当て）

この機能は、 通常の測定操作中にデ ィ スプレ イの追加行 （ローカルデ ィ スプ

レ イの一番下の行） に割 り 当て る表示値を定義するために使用し ます。

選択項目：
ｵﾌ

ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量）

ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ % （体積流量 %）

% ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌﾀｲｾｷ FL （％バーグ ラ フ体積 FL）

ｾｷｻﾝｹｲ 1 （積算計 1）

ﾀｸﾞﾊﾞﾝｺﾞｳ （タ グ番号）

ｼｽﾃﾑﾉｼﾞｮｳﾀｲ （システムの状態）

ﾅｶﾞﾚﾎｳｺｳ （流れ方向）

ｾｷｻﾝｹｲ 2 （積算計 2）

初期設定：
ｾｷｻﾝｹｲ 1 （積算計 1）

100% ħďĞĐ
（100% の値） ! 注意 !

この機能は "1 ｷﾞｮｳﾒﾉﾜﾘｱﾃ " 機能か "2 ｷﾞｮｳﾒﾉﾜﾘｱﾃ " 機能で " ﾀｲｾｷﾘｭﾘｮｳ %" ま

たは "% ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌﾀｲｾｷ FL" が選択されていない と きは無効です。

この機能はデ ィ スプレ イで 100% 値と し て表示する流量値を定義する ために使

用し ます。

選択項目：
5 桁の浮動小数点数

初期設定：
呼び口径と 国によ って異な り ます （58 ページ以降を参照）。
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ĪĉĎĭčĢ この機能を使用し て、 1 行目に表示される値の小数点以下の最大桁数を設定し

ます。

選択項目：
XXXXX. - XXXX.X - XXX.XX - XX.XXX - X.XXXX

初期設定：
X.XXXX

! 注意 !

• こ の設定は、 表示部で表示される指示にのみ影響を及ぼすもので、 機器の

測定精度には一切関係あ り ません。

• 機器によ り 計算された小数点以下の桁数は、 こ の設定および工学単位に応

じ て異なる ため、 常に表示される と は限 り ません。 例えば、 表示部上で測

定値 と工学単位の間に表示される矢印 （例 ： 1.2 → l/h） は、 機器が、 表示

部では表示でき る小数点以下も し く は桁数以上の値を使って計算を行って

いる こ と を示し ています。

ĩČđĚļħğĒĻ
（表示の遅延）

この機能を使用し て、 激し く 変動する流量変数に対するデ ィ スプレ イの応答

を設定し ます。 つま り 、 早 く 応答させる場合時定数を小さ く 、 あ るいは、 遅

れて反応させる場合時定数を大き く し ます。

選択項目：
0 ～ 100 seconds

初期設定：
3 s

! 注意 !

時定数をゼロに設定する と、 遅延がオフにな り ます。

LCD ĘĻĢĵěĢ この機能を使用し て、 表示部のコ ン ト ラ ス ト を最適化し て現場のオペレー

シ ョ ン状況に適合させます。

選択項目：
10 ～ 100%

初期設定：
50%

機能説明：ĳĎęļĎĐĻĞĎĪĈĎě
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ĨļčĖĵĐĢ バッ ク ラ イ ト の輝度を調整し ます。

選択項目：
0 ～ 100%

! 注意 !

"0" を入力する と バッ ク ラ イ ト はオフにな り ます。 暗い環境では表示されたテ

キス ト を見る こ と は困難にな り ます。

初期設定：
50%

ġļĆěĪĽĸĐġěĢ この機能を使用し て、 現場指示計の動作性能と そのピ ク セルをテス ト し ます。

選択項目：
ｵﾌ

ｵﾝ

初期設定：

ｵﾌ

テス ト 手順 ：

1. ON を選択し てテス ト を開始し ます。

2. 1 行目および 2 行目のすべてのピ ク セルが、 最低 0.75 秒間暗 く な り ます。

3. 1 行目および 2 行目のそれぞれのフ ィ ール ド で、 最低 0.75 秒間 「8」 の文

字が表示されます。

4. 1 行目および 2 行目のそれぞれのフ ィ ール ド で、 最低 0.75 秒間 「0」 の文

字が表示されます。

5. 1 行目および 2 行目に、 最低 0.75 秒間何も表示されません （空白表示）。

テス ト が完了する と、 現場指示計はその初期の状態に戻 り 、 設定が OFF に変

わ り ます。

機能説明：ĳĎęļĎĐĻĞĎĪĈĎě
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7 グループ セキサンケイ 1/2 （積算計 1/2）

機能説明：ĜĕęĻėĐ 1/2 （積算計 1/2）

ĜĕęĻėĐħĺĶďġ
（積算計の割当て）

この機能を使用し て、 積算計の測定変数 （体積流量） を割 り 当てます。

選択項目：
ｵﾌ

ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量）

初期設定：
ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量）

! 注意 !

設定が変更される と積算計は "0" に リ セ ッ ト されます。

ĘļđėĐ（合計） 測定開始からの積算計の測定変数の合計がこ こに表示されます。 値はプラ ス

かマ イナスのいずれかです。

表示：
符号と単位を含む浮動小数点の付いた最大 7 桁の数字 （例 896,845.7 dm3）

! 注意 !

エラーが発生し た場合の積算計の応答は、" ﾌｪｰﾙｾｰﾌﾓｰﾄﾞ " 機能で定義されま

す （18 ページを参照）。

ēĎĨļĎĪĹĎ 測定開始からの積算計のオーバーフ ロー値が こ こに表示されます。

合計流量は、 最大 7 桁で構成される浮動小数点数で表されます。 この機能を

使用する と 、 それよ り 大きい数値 （> 9,999,999） をオーバーフ ロー値と し て

表示する こ と ができ ます。 従って、 " ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ " 関数の合計値と  " ｺﾞｳｹｲ （合

計） " 関数の表示値を足し た値が有効数量と な り ます。

例 ：

2 つのオーバーフ ロー値の読み取 り ： 2 E7 kg （= 2 000 000 dm3）

" ｺﾞｳｹｲ （合計） " 関数の表示値 = 896,845.7 dm3

有効合計数量 = 2,896,845.7 dm3

表示：
符号と単位が付いた、 べき指数を持つ整数。 例 ： 2 E7 dm3

ĜĕęĻėĐħĞĻĐ
（積算計の単位）

この機能によ り 、 積算計に使用する単位を定義し ます。

選択項目：
メ ー ト ル法 → cm3; dm3; m3; ml; l; hl; Ml Mega

米国 → cc; af; ft3; oz f; gal; Kgal; Mgal; bbl （通常の流体） ; bbl （ビール） ; 

bbl （石油化学製品） ; bbl （貯蔵タ ン ク）

英国 → gal; Mgal; bbl （ビール） ; bbl （石油化学製品）

初期設定：
呼び口径と 国によ って異な り ます （58 ページ以降を参照）。
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ĜĕęĻıĎĢļ
（積算モード）

この機能を使用し て、 流量がどのよ う に積算されるのかを設定し ます。

選択項目：
+/- ﾊﾟﾙｽｱｼﾞｬｽﾄ

正および負の流量。 正方向および逆方向の両方の流量が考慮されます。

つま り 、 流れ方向の総流量が記録されます。

ｾｲﾎｳｺｳ

正の流量のみ。

ｷﾞｬｸﾎｳｺｳ

負の流量のみ。

初期設定：
積算計 1 = +/- ﾊﾟﾙｽｱｼﾞｬｽﾄ

積算計 2 = ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

ĜĕęĻėĐħĶĜčĢ
（積算計のリセット）

この機能を使用し て、 積算計の合計およびオーバーフ ローをゼロに リ セ ッ ト

し ます （= RESET）。

選択項目：
ｲｲｴ

ﾊｲ

初期設定：
ｲｲｴ

! 注意 !

機器にステータ ス入力が備わってお り 、 適切に設定されていれば、 積算計を

パルスによ って リ セ ッ ト させる こ と もでき ます。

機能説明：ĜĕęĻėĐ 1/2 （積算計 1/2）
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8 グループ センセキサンケイ ノ  ソウサ
（全積算計の操作）

機能説明：ĜļĻĜĕęĻėĐħĝđę（全積算計の操作）

ĜļĻĜĕęĻėĐħĶĜčĢ 
（全積算計のリセット）

この機能を使用し て、 積算計 （1...2） の合計をゼロに リ セ ッ ト し ます。

選択項目：
ｲｲｴ

ﾊｲ

初期設定：
ｲｲｴ

! 注意 !

機器にステータ ス入力機能が備わってお り 、 適切に設定されていれば、 積算

計 （1...2） をパルスによ って リ セ ッ ト させる こ と も でき ます （40 ページの

" ｽﾃｰﾀｽ IN. ﾉ ﾜﾘｱﾃ （ステータ ス入力の割 り 当て） " 機能を参照）。

ĪĈĎķĜĎĪıĎĢļĜčġĐ
（フェールセーフモード
設定）

この機能を使用し て、 エラー時の積算計の応答を設定し ます。

選択項目：
ｽﾄｯﾌﾟ

積算計は、 エラーが改善される まで一時停止し ます。

ｼﾞｯｻｲﾉｱﾀｲ （実際の値）

積算計は、 現在測定し ている流量値を基にカ ウ ン ト を継続し ます。

エラーは無視されます。

ﾎｰﾙﾄﾞｻﾚﾀｱﾀｲ （ホール ド された値）

積算計は、 直前に有効だった流量値を基にカ ウ ン ト を続行し ます。

初期設定：
ｽﾄｯﾌﾟ
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9 グループ デン リ ュウシュ ツ リ ョ ク （電流出力）

機能説明：ġļĻĶċđĚċĠĶČĖ（電流出力）

ġļĻĶċđĚċĠĶČĖĺĶďġ
（電流出力割当て）

この機能は測定変数を電流出力に割 り 当て る と きに使用し ます。

選択項目：
ｵﾌ

ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量）

初期設定：
ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量）

! 注意 !

オフ を選択し た場合、 このグループで表示される機能は " ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸﾜﾘｱﾃ

（電流出力割当て） " だけにな り ます。
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ĚċĠĶČĖġļĻĶċđĨĻĐ
（出力電流範囲）

この機能を使用し て、 出力電流範囲を設定し ます。 出力レ ンジ、 ア ラーム時

の上位、 下位信号出力を設定し ます。 電流出力には、 オプシ ョ ンで HART 機

能も割 り 当て られます。

選択項目：
0-20 mA

4-20 mA

4-20 mA HART

4-20 mA NAMUR

4-20 mA HART NAMUR

4-20 mA US

4-20 mA HART US

0-20 mA （25 mA）

4-20 mA （25 mA）

4-20 mA （25 mA） HART

初期設定：
4-20 mA HART NAMUR

出力電流範囲、動作範囲および警報レベル

A0001222

a = 出力電流範囲

1 = 動作範囲

2 = 警報レベルの下側信号

3 = 警報レベルの上側信号

! 注意 !

• ハード の設定をア ク テ ィ ブ （初期設定） からパッ シブに変更する と信号の

出力範囲は 4-20mA が選択されます。

• 測定値が測定レ ンジを越えた場合、 注意 メ ッ セージが生成されます。

（#351...354、 電流レ ンジ）

• エラーの と き電流出力の動作は " ﾌｪｰﾙｾｰﾌﾓｰﾄﾞ （21 ページを参照） 機能で

の選択によ り ます。 ア ラーム メ ッ セージを生成する ためには " ｼｽﾃﾑ

ｴﾗｰﾉﾜﾘｱﾃ （ｼｽﾃﾑｴﾗｰの割当て） " （54 ページを参照） 機能を使用し て、

エラー分類を注意 メ ッ セージから ア ラーム メ ッ セージに変更し て く ださい。

機能説明：ġļĻĶċđĚċĠĶČĖ（電流出力）

12 3

I[mA]

a 1 2 3

0-20 mA

4-20 mA

4-20 mA NAMUR

4-20 mA US

0-20 mA (25 mA)

4-20 mA (25 mA)

0 - 20.5 mA 0 22

4 - 20.5 mA 2 22

3.8 - 20.5 mA 3.5 22.6

3.9 - 20.8 mA 3.75 22.6

0 - 24 mA 0 25

4 - 24 mA 2 25

4-20 mA HART 4 - 20.5 mA 2 22

4-20 mA HART NAMUR 3.8 - 20.5 mA 3.5 22.6

4-20 mA HART US 3.9 - 20.8 mA 3.75 22.6

4-20 mA (25 mA) HART 4 - 24 mA 2 25
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20 mA ħďĞĐ
（20mA の値）

この機能を使用し て、 20 mA のフルス ケール値を割 り 当てます。

正の値も負の値も と り ます。 測定範囲は、 "20 mA ﾉｱﾀｲ （20 mA の値） " を定

義する こ と によ り 規定し ます。

割 り 当て値は、 " ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ （正 / 負両方向） " 測定モード では

（→ 49 ページ） どち らの流れ方向にも適用され、 " ｾｲﾎｳｺｳ （正方向） " 測定

モード では選択し た流れ方向のみ適用されます。

選択項目：
符号を含む浮動小数点の付いた 5 桁の数字

初期設定：
呼び口径と 国によ って異な り ます （58 ページ以降を参照）。 

! 注意 !

• 適切な単位は、 " ﾀﾝｲﾉｾﾝﾀｸ （単位の選択） " グループ （→ 8 ページ） で決

定されます。

• 0 mA または 4 mA  の値は必ず流量ゼロ （0 [ 単位 ]） に相当し ます。 これは

固定値なので、 変更する こ と はでき ません。

ĚļġĐěđ
（時定数）

この機能を使用し て、 激し く 変動する測定変数に対する電流出力の応答を設

定し ます。 つま り 、 早 く 応答させる場合時定数を小さ く 、 あ るいは、 遅れて

反応させる場合時定数を大き く し ます。

選択項目：
固定小数点を含む数字 0.01 ～ 100.00 s

初期設定：
3.00 s

ĪĈĎķĜĎĪıĎĢļĜčġĐ
（ĪĈĎķĜĎĪıĎĢļ設定）

安全性への配慮から、 エラー時の電流出力状態を事前に設定し てお く こ と を

お勧めし ます。 こ こ で選択する設定値は、 電流出力にのみ影響し ます。 その他

の出力および積算計のフ ェールセーフモード には一切影響を及ぼし ません。

選択項目：
MIN. ﾃﾞﾝﾘｭｳ （最小電流値）

" ｼｭﾂﾘｮｸﾃﾞﾝﾘｭｳﾊﾝｲ （出力電流範囲） " 機能で選択し た設定の下位信号が使わ

れます。

MAX. ﾃﾞﾝﾘｭｳ （最大電流値）

" ｼｭﾂﾘｮｸﾃﾞﾝﾘｭｳﾊﾝｲ （出力電流範囲） " 機能で選択し た設定の上位信号が使わ

れます。

ﾎｰﾙﾄﾞｻﾚﾀｱﾀｲ （ホール ド された値） （推奨しません）

エラー発生時直前に保存された最後の測定値を基準に出力し ます。

ｼﾞｯｻｲﾉｱﾀｲ （実際の値）

現在の流量測定値を基準に測定された値を出力し ます。

エラーは無視されます。

初期設定：
MIN. ﾃﾞﾝﾘｭｳ （最小電流値）

ġļĻĶċđĚċĠĶČĖğ
（電流出力値）

この機能を使用し て、 出力電流の計算値を確認し ます。

表示：
0.00 ～ 25.00 mA

機能説明：ġļĻĶċđĚċĠĶČĖ（電流出力）
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ġļĻĶċđĚĮċĸĎĚČĻ
（電流シミュレーション）

この機能を使用し て、 電流出力のシ ミ ュ レーシ ョ ンを起動し ます。

選択項目：
ｵﾌ

ｵﾝ

初期設定：
ｵﾌ

! 注意 !

• " ﾃﾞﾝﾘｭｳ SIM. ﾁｭｳ （電流シ ミ ュ レーシ ョ ン中） " と い う メ ッ セージは、 シ

ミ ュ レーシ ョ ンが作動中であ る こ と を示し ています。

• 機器は、 シ ミ ュ レーシ ョ ンが進行中で も測定を続行し ます。

つま り 、 現在の測定値は他の出力を経由し て正し く 出力されます。

" 警告 !

電源異常 （停電等） が発生する と、 こ の設定は保存されません。

ĚĮċĸĎĚČĻġļĻĶċđğ
（シミュレーション電流
値）

! 注意 !

" ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ （電流シ ミ ュ レーシ ョ ン） " 機能が作動し ていない限 り 、

この機能を利用する こ と はでき ません。

この機能を使用し て、 電流出力で出力される シ ミ ュ レーシ ョ ン値 （例 ： 

12 mA） を設定し ます。 これによ り 、 外部入力装置および流量計そのものをテ

ス ト でき ます。

選択項目：
浮動小数点を含む数字 ： 0.00 ～ 25.00 mA

初期設定：
0.00 mA

" 警告 !

電源異常 （停電等） が発生する と、 こ の設定は保存されません。

機能説明：ġļĻĶċđĚċĠĶČĖ（電流出力）
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10 グループ パルス / FRQ シュ ツ リ ョ ク
（パルス / FRQ 出力）

機能説明：ĨĽķě / FRQ ĚċĠĶČĖ（パルス / FRQ 出力）

このグループは機器にパルス / 周波数出力が搭載されていない限 り 使用でき ません。

ĚċĠĶČĖモード
（出力モード）

この機能を使用し て、 出力をパルス出力あ るいは周波数出力と し て設定し ま

す。 こ の機能分類で利用でき る機能は、 こ こ で選択する選択項目に応じ て異

な り ます。

選択項目：
ﾊﾟﾙｽ

ｼｭｳﾊｽｳ （周波数）

初期設定：
ﾊﾟﾙｽ

ĚċđĨěđ ħ ĺĶďġ
（周波数の割当て） ! 注意 !

" ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ （出力モード） " 機能で " ｼｭｳﾊｽｳ （周波数） " を選択し ていない

限 り 、 この機能を利用する こ と はでき ません。

この機能は測定変数を周波数出力に割 り 当て る と きに使用し ます。

選択項目：
ｵﾌ

ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量）

初期設定：
ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量）

! 注意 !

オフ を選択し た場合、 このグループで表示される機能は、 " ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ﾜﾘｱﾃ

（周波数の割当て） "  と " ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ （出力モード） " だけにな り ます。

ĚċđĨěđ ĚċđĶČđğ
（周波数終了値） ! 注意 !

" ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ （出力モード） " 機能で " ｼｭｳﾊｽｳ （周波数） " を選択し ていない

限 り 、 この機能を利用する こ と はでき ません。

この機能を使用し て、 周波数出力に対する最大周波数を設定し ます。

こ こ での設定値は "MAX. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ （最大周波数の値） " 機能 （24 ペー

ジ） で設定された流量の時の周波数にな り ます。

選択項目：
固定を含む 4 桁の数字 ： 2 ～ 1250 Hz

初期設定：
1000 Hz

例 ：

• "MAX. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ （最大周波数の値） " = 1000 l/h 、 " ｼｭｳﾊｽｳ ｼｭｳﾘｮｳﾁ

（周波数終了値） " = 1000 Hz: 

1000 Hz の周波数が 1000 l/h の流量で出力されます。

• "MAX. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ （最大周波数の値） " = 3600 l/h 、 " ｼｭｳﾊｽｳ ｼｭｳﾘｮｳﾁ

（周波数終了値） " = 1000 Hz:

1000 Hz の周波数が 3600 l/h の流量で出力されます。

! 注意 !

• 周波数出力のデューテ ィ ー比は、 1 （オン / オフの比 = 1:1） と な り ます。

低周波数では、 パルス持続時間が最大で 2 秒に制限される ため、 オン / オ

フの比は 1 と はな ら な く な り ます。

• 開始周波数は 0Hz と な り 、 この値は変更でき ません。
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MAX ĚċđĨěđ ħ ďĞĐ
（MAX 周波数の値） ! 注意 !

" ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ （出力モード） " 機能で " ｼｭｳﾊｽｳ （周波数） " を選択し ていない

限 り 、 この機能を利用する こ と はでき ません。

この機能は変数をフルスケール周波数に割 り 当て る と きに使用し ます。

正の値も負の値も と り ます。 測定レ ンジを定義するには、 "MAX ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ 

ｱﾀｲ （MAX 周波数の値） " を定義し ます。 割 り 当て値は、 " ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ

（正 / 負両方向） " 測定モード （49 ページを参照） ではどち らの流れ方向にも

適用され、 " ｾｲﾎｳｺｳ （正方向） " 測定モード では選択し た流れ方向のみ適用さ

れます。

選択項目：
5 桁の浮動小数点数

初期設定：
呼び口径と 国によ って異な り ます、 [ 値 ] / [dm3...m3 または US-gal...US-Mgal]

は、 最終値に対する初期設定に相当し ます （58 ページ以降を参照）。

A0001279

➀ = 最小周波数の値

➁ = 最大周波数の値

! 注意 !

• 適切な単位は、 " ﾀﾝｲﾉｾﾝﾀｸ （単位の選択） " グループ （8 ページを参照） で

決定されます。

• 開始周波数への最小流量の割 り 当ては 0 流量と な り 、 変更でき ません。

機能説明：ĨĽķě / FRQ ĚċĠĶČĖ（パルス / FRQ 出力）

Q

125

100

0

Freq.

➀ ➁
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ĚċĠĶČĖ ħ ėĐĞĐ
（出力の形態） ! 注意 !

" ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ （出力モード） " 機能で " ｼｭｳﾊｽｳ （周波数） " を選択し ていない

限 り 、 この機能を利用する こ と はでき ません。

この機能を使用し て、 周波数出力の出力設定を選択し ます。

オプション：:
ﾊﾟｯｼﾌﾞﾓｰﾄﾞ （ﾌﾟﾗｽ）

ﾊﾟｯｼﾌﾞﾓｰﾄﾞ （ﾏｲﾅｽ）

初期設定： ﾊﾟｯｼﾌﾞﾓｰﾄﾞ （ﾌﾟﾗｽ）

説明
• パッ シブモード = 電力は外部電源によ り 周波数出力へ供給されます。

出力信号のレベル （プラ スかマ イナス） を設定する と、 周波数出力の静止動

作 （流量ゼロ） を決定し ます｡

内部 ト ラ ンジス タは次のよ う に有効化し ます。

• プラ スが選択されている場合、 内部 ト ラ ンジス タはプラスの信号レベルで

有効化し ます。

• マイナスが選択されている場合、 内部 ト ラ ンジス タはマイナスの信号レベ

ル （0 V） で有効化し ます。

! 注意 !

パッ シブ出力設定では、 周波数出力の出力信号レベルは外部回路に依存し ま

す （例を参照し て く ださい）。

受動出力回路の例（パッシブ）
パッ シブを選択し た場合、 周波数出力はオープン コ レ ク タ と し て設定されま

す。

A0001225

m = オープン コ レ ク タ
n = 外部電源

! 注意 !

25 mA （Imax = 250 mA / 20 ms） までの直流用

パッシブモード（プラス）の出力設定の例：
外部プルア ッ プ抵抗によ る出力設定

静止状態 （流量ゼロ） では、 端子の出力信号レベルは 0 V です。

A0004687

m = オープン コ レ ク タ

n = プルア ッ プ抵抗

o = " プラ ス " 静止状態 （流量ゼロ） の ト ラ ンジス タ有効化
p = 静止状態 （流量ゼロ） の出力信号レベル

稼動状態 （流れ有 り ） では、 出力信号レベルは 0 V からプラ スの電圧レベル

へと移行し ます。

A0001975

（次ページに続 く ）

機能説明：ĨĽķě / FRQ ĚċĠĶČĖ（パルス / FRQ 出力）

1 5 8 37
+

-

=
U = 30 V DC

max

m

n

U = 30 V DC
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+

U (V)
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U (V)

to p

m
n
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ĚċĠĶČĖ ħ ėĐĞĐ
（出力の形態）
（続き）

パッシブモード（プラス）の出力設定の例：
外部プルダウ ン抵抗によ る出力設定

静止状態 （流量ゼロ） では、 プラ スの電圧レベルはプルダウ ン抵抗によ り 測

定し ます。

A0004689

m = オープン コ レ ク タ

n = プルダウ ン抵抗

o = " プラ ス " 静止状態 （流量ゼロ） の ト ラ ンジス タ有効化
p = 静止状態 （流量ゼロ） の出力信号レベル

稼動状態 （流れ有 り ） では、 出力信号レベルはプラ スの電圧レベルから 0 V

へと移行し ます。

A0001981

パッシブモード（マイナス）の出力設定の例：
外部プルア ッ プ抵抗によ る出力設定

静止状態 （流量ゼロ） では、 端子の出力信号レベルはプラ スの電圧レベルで

す。

A0004690

m = オープン コ レ ク タ

n = プルア ッ プ抵抗

o = " マ イナス " 静止状態 （流量ゼロ） の ト ラ ンジス タ有効化
p = 静止状態 （流量ゼロ） の出力信号レベル

稼動状態 （流れ有 り ） では、 出力信号レベルはプラ スの電圧レベルから 0 V

へと移行し ます。

A0001981

機能説明：ĨĽķě / FRQ ĚċĠĶČĖ（パルス / FRQ 出力）
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ĚļġĐěđ
（時定数） ! 注意 !

" ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ （出力モード） " 機能で " ｼｭｳﾊｽｳ （周波数） " を選択し ていない

限 り 、 この機能を利用する こ と はでき ません。

この機能を使用し て、 激し く 変動する測定変数に対する電流出力の応答を設

定し ます。 つま り 、 早 く 応答させる場合時定数を小さ く 、 あ るいは、 遅れて

反応させる場合時定数を大き く し ます。

選択項目：
浮動小数点を含む数字 0.00 ～ 100.00 s

初期設定：
0.00 s

ĪĈĎķĜĎĪıĎĢļĜčġĐ
（ĪĈĎķĜĎĪıĎĢļ設定） ! 注意 !

" ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ （出力モード） " 機能で " ｼｭｳﾊｽｳ （周波数） " を選択し ていない

限 り 、 この機能を利用する こ と はでき ません。

安全性への配慮から、 エラー時の周波数出力の状態を事前に設定し てお く こ

と をお勧めし ます。 この機能を使用し て、 エラー時の状態を設定し ます。 こ

こ で選択する設定値は、 周波数出力にのみ影響し ます。 その他の出力および表

示 （例 : 積算計） には一切影響を及ぼし ません。

選択項目：
ﾌｫｰﾙﾊﾞｯｸﾁ （フ ォールバッ ク値）

出力は、 0 Hz と な り ます。

ﾌｪｰﾙｾｰﾌ ﾉ ﾚﾍﾞﾙ

出力は、 " ﾌｪｰﾙｾｰﾌｼﾞ ﾉ ｱﾀｲ （フ ェールセーフ時の値） " で設定し た周波数と

な り ます。

ﾎｰﾙﾄﾞｻﾚﾀｱﾀｲ （ホール ド された値）

エラー発生時直前に保存された最後の測定値を基準に出力し ます。

ｼﾞｯｻｲﾉｱﾀｲ （実際の値）

現在の流量測定値を基準に測定された値を出力し ます。

エラーは無視されます。

初期設定：
ﾌｫｰﾙﾊﾞｯｸﾁ （フ ォールバッ ク値）

" ĪĈĎķĜĎĪĚļ ħ ďĞĐ "
（フェールセーフ時の値） ! 注意 !

" ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ （出力モード） " 機能で " ｼｭｳﾊｽｳ （周波数） " および、

" ﾌｪｰﾙｾｰﾌﾓｰﾄﾞ " 機能で " ﾌｪｰﾙｾｰﾌ ﾉ ﾚﾍﾞﾙ " が選択されていない限 り 、こ の機

能を利用する こ と はでき ません。

この機能を使用し て、 機器がエラー時に出力する周波数を設定し ます。

選択項目：
最大 4 桁の数字 ： 0 ～ 1250 Hz

初期設定：
1250 Hz

ĚċđĨěđ ĚċĠĶČĖğ
（周波数出力値） ! 注意 !

" ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ （出力モード） " 機能で " ｼｭｳﾊｽｳ （周波数） " を選択し ていない

限 り 、 この機能を利用する こ と はでき ません。

この機能を使用し て、 出力周波数の計算値を確認し ます。

表示：
0 ～ 1250 Hz

機能説明：ĨĽķě / FRQ ĚċĠĶČĖ（パルス / FRQ 出力）



10 グループ パルス / FRQ シュ ツ リ ョ ク （パルス / FRQ 出力） 機能説明 プロ ラ イ ン プロマグ 50

28 エン ド レスハウザー ジ ャパン

ĚċđĨěđ ĚĮċĸĎĚČĻ
（周波数シミュレーショ
ン）

! 注意 !

" ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ （出力モード） " 機能で " ｼｭｳﾊｽｳ （周波数） " を選択し ていない

限 り 、 この機能を利用する こ と はでき ません。

この機能を使用し て、 周波数出力のシ ミ ュ レーシ ョ ンを起動し ます。

選択項目：
ｵﾌ

ｵﾝ

初期設定：
ｵﾌ

! 注意 !

• " ｼｭｳﾊｽｳ SIM. ﾁｭｳ （周波数シ ミ ュ レーシ ョ ン中） " と い う メ ッ セージは、

シ ミ ュ レーシ ョ ンが作動中であ る こ と を示し ています。

• 機器は、 シ ミ ュ レーシ ョ ンが進行中で も測定を続行し ます。 つま り 、 現在

の測定値は他の出力を経由し て正し く 出力されます。

" 警告 !

電源異常 （停電等） が発生する と、 こ の設定は保存されません。

ĚĮċĸĎĚČĻ ĚċđĨěđ ğ
（シミュレーション周波
数値）

! 注意 !

" ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ （出力モード） " 機能で " ｼｭｳﾊｽｳ （周波数） " が選択され、

" ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ｼｭｳﾊｽｳ ﾁ （シ ミ ュ レーシ ョ ン周波数値） " が " オン " に設定され

ていない限 り 、 この機能を利用する こ と はでき ません。

この機能を使用し て、 シ ミ ュ レーシ ョ ンする周波数値 （例 ： 500 Hz） を設定

し ます。 これによ り 、 外部入力装置および流量計そのものをテス ト でき ます。

選択項目：
0 ～ 1250 Hz

初期設定：
0 Hz

" 警告 !

電源異常 （停電等） が発生する と、 こ の設定は保存されません。

ĨĽķěħĺĶďġ
（パルスの割当て） ! 注意 !

" ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ （出力モード） " 機能で " ﾊﾟﾙｽ " を選択し ていない限 り 、 こ の機

能を利用する こ と はでき ません。

この機能は測定変数をパルス出力に割 り 当て る と きに使用し ます。

選択項目：
ｵﾌ

ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量）

初期設定：
ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量）

! 注意 !

オフ を選択し た場合、 このグループで表示される機能は、 " ﾊﾟﾙｽﾉﾜﾘｱﾃ （パル

スの割 り 当て） "  と  " ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ （出力モード） " だけにな り ます。

機能説明：ĨĽķě / FRQ ĚċĠĶČĖ（パルス / FRQ 出力）
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ĨĽķěğ
（パルス値） ! 注意 !

" ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ （出力モード） " 機能で " ﾊﾟﾙｽ " を選択し ていない限 り 、 こ の機

能を利用する こ と はでき ません。

この機能を使用し て、 1 パルスあた り の流量を設定し ます。

これらのパルス を外部積算計で合計し、 測定開始後の合計流量を記録する こ

と ができ ます。

選択項目：
浮動小数点を含む 5 桁の数字

初期設定：
呼び口径と 国によ って異な り ます （58 ページ以降を参照）。 

! 注意 !

適切な単位は、 " ﾀﾝｲﾉｾﾝﾀｸ （単位の選択） " グループ （8 ページを参照） で決

定されます。

ĨĽķěĨĨļ
（パルス幅） ! 注意 !

" ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ （出力モード） " 機能で " ﾊﾟﾙｽ " を選択し ていない限 り 、 こ の機

能を利用する こ と はでき ません。

この機能を使用し て、 出力パルスのパルス幅を入力し ます。

選択項目：
0.5 ～ 2000 ms

初期設定：
100 ms

パルス出力は常に、 この機能で入力されたパルス幅 （B） で出力されます。

パルス間隔 （P） は自動的に調整されますが、 パルス幅 （B = P） よ り 小さ く

なる こ と はあ り ません。

A0001233-en

B = 入力されたパルス幅 （図はパッ シブモード （プラ ス） の場合）

P = パルス間隔

! 注意 !

パルス幅を入力する場合、 外部積算計 （例 ： カ ウ ン タ、 PLC 等） が取 り 込み

可能な値を入力し て く ださい。

" 警告 !

入力されたパルス値 （29 ページの " ﾊﾟﾙｽﾁ （パルス値） " 機能を参照） も し

く は現在の流量から生じ るパルス数も し く は周波数が非常に大き く 、 入力さ

れたパルス幅を維持でき ない場合 （パルス間隔 P が入力されたパルス幅 B よ

り 小さい）、 エラー メ ッ セージ （パルス メ モ リ ー） が表示されます。

機能説明：ĨĽķě / FRQ ĚċĠĶČĖ（パルス / FRQ 出力）



10 グループ パルス / FRQ シュ ツ リ ョ ク （パルス / FRQ 出力） 機能説明 プロ ラ イ ン プロマグ 50

30 エン ド レスハウザー ジ ャパン

ĚċĠĶČĖ ħ ėĐĞĐ
（出力の形態） ! 注意 !

" ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ （出力モード） " 機能で " ﾊﾟﾙｽ " を選択し ていない限 り 、 こ の機

能を利用する こ と はでき ません。

この機能を使用し て、 パルス出力の出力設定を選択し ます。

オプション：
ﾊﾟｯｼﾌﾞﾓｰﾄﾞ （ﾌﾟﾗｽ）

ﾊﾟｯｼﾌﾞﾓｰﾄ （ﾏｲﾅｽ）

初期設定： ﾊﾟｯｼﾌﾞﾓｰﾄﾞ （ﾌﾟﾗｽ）

説明
• パッ シブモード = 電力は外部電源によ り パルス出力へ供給されます。

出力信号のレベル （プラ スかマ イナス） を設定する と、 パルス出力の静止動

作 （流量ゼロ） を決定し ます｡

内部 ト ラ ンジス タは次のよ う に有効化し ます。

• プラ スが選択されている場合、 内部 ト ラ ンジス タはプラスの信号レベルで

有効化し ます。

• マイナスが選択されている場合、 内部 ト ラ ンジス タはマイナスの信号レベ

ル （0 V） で有効化し ます。

! 注意 !

パッ シブ出力設定では、 パルス出力の出力信号レベルは外部回路に依存し ま

す （例を参照し て く ださい）。

受動出力回路の例（パッシブ）
パッ シブを選択し た場合、 パルス出力はオープン コ レ ク タ と し て設定されま

す。

A0001225

➀ = オープン コ レ ク タ

➁ = 外部電源

! 注意 !

25 mA （Imax = 250 mA / 20 ms） までの直流用

パッシブモード（プラス）の出力設定の例：
外部プルア ッ プ抵抗によ る出力設定

静止状態 （流量ゼロ） では、 端子の出力信号レベルは 0 V です。

A0004687

➀ = オープン コ レ ク タ

➁ = プルア ッ プ抵抗

➂ = " プラ ス " 静止状態 （流量ゼロ） の ト ラ ンジス タ有効化
➃ = 静止状態 （流量ゼロ） の出力信号レベル

稼動状態 （流れ有 り ） では、 出力信号レベルは 0 V からプラ スの電圧レベル

へと移行し ます。

A0001975

（次ページに続 く ）

機能説明：ĨĽķě / FRQ ĚċĠĶČĖ（パルス / FRQ 出力）
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ĚċĠĶČĖ ħ ėĐĞĐ
（出力の形態）
（続き）

パッシブモード（プラス）の出力設定の例：
外部プルダウ ン抵抗によ る出力設定静止状態 （流量ゼロ） では、 プラ スの電

圧レベルはプルダウ ン抵抗によ り 測定し ます。 

A0004689

➀ = オープン コ レ ク タ

➁ = プルダウ ン抵抗

➂ = " プラ ス " 静止状態 （流量ゼロ） の ト ラ ンジス タ有効化
➃ = 静止状態 （流量ゼロ） の出力信号レベル

稼動状態 （流れ有 り ） では、 出力信号レベルはプラ スの電圧レベルから 0 V

へと 移行し ます。 

A0001981

パッシブモード（マイナス）の出力設定の例：
外部プルア ッ プ抵抗によ る出力設定静止状態 （流量ゼロ） では、 端子の出力

信号レベルはプラ スの電圧レベルです。

A0004690

➀ = オープン コ レ ク タ

➁ = プルア ッ プ抵抗

➂ = " マイナス " 静止状態 （流量ゼロ） の ト ラ ンジス タ有効化
➃ = 静止状態 （流量ゼロ） の出力信号レベル

稼動状態 （流れ有 り ） では、 出力信号レベルはプラ スの電圧レベルから 0 V

へと 移行し ます。 

A0001981

機能説明：ĨĽķě / FRQ ĚċĠĶČĖ（パルス / FRQ 出力）
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ĪĈĎķĜĎĪıĎĢļ
! 注意 !

" ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ （出力モード） " 機能で " ﾊﾟﾙｽ " を選択し ていない限 り 、 こ の機

能を利用する こ と はでき ません。

安全性への配慮から、 エラー時の電流出力状態を事前に設定し てお く こ と を

お勧めし ます。 この機能を使用し て、 エラー時の状態を設定し ます。 こ こで

選択する設定値は、 パルス出力にのみ影響し ます。 その他の出力および表示

（例 : 積算計） には一切影響を及ぼし ません。

選択項目：
ﾌｫｰﾙﾊﾞｯｸﾁ （フ ォールバッ ク値）

出力は、 0 パルス と な り ます。

ｼﾞｯｻｲﾉｱﾀｲ （実際の値）

現在の流量測定値を基準に測定された値を出力し ます。 エラーは無視されま

す。

初期設定：
ﾌｫｰﾙﾊﾞｯｸﾁ （フ ォールバッ ク値）

ĨĽķěĚĮċĸĎĚČĻ
! 注意 !

" ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ （出力モード） " 機能で " ﾊﾟﾙｽ " を選択し ていない限 り 、 こ の機

能を利用する こ と はでき ません。

この機能を使用し て、 パルス出力のシ ミ ュ レーシ ョ ンを起動し ます。

選択項目：
ｵﾌ

ｷﾃｲﾊﾟﾙｽｽｳ （規定ﾊﾟﾙｽ数）

機能で設定されたﾊﾟﾙｽ数が出力されます。

ﾚﾝｿﾞｸﾊﾟﾙｽ （連続ﾊﾟﾙｽ）

" ﾊﾟﾙｽﾊﾊﾞ （ﾊﾟﾙｽ幅） " 機能で設定されたﾊﾟﾙｽ幅でﾊﾟﾙｽが連続的に出力されま

す。 " ﾊﾟﾙｽｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ " 機能が F キーで確定される とｼﾐｭﾚｰｼｮﾝが開始されま

す。

! 注意 !

シ ミ ュ レーシ ョ ンは " ﾚﾝｿﾞｸﾊﾟﾙｽ （連続ﾊﾟﾙｽ） " が F  キーで確定される と ス

ター ト し ます。

シ ミ ュ レーシ ョ ンは、 " ﾊﾟﾙｽｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ " 機能で再びオフにする こ と ができ ま

す。

初期設定：
ｵﾌ

! 注意 !

• 注意 メ ッ セージ #631 " ﾊﾟﾙｽ 1 SIM. ﾁｭｳ " は、シ ミ ュ レーシ ョ ン起動中であ る

こ と を示し ます。

• どち らのシ ミ ュ レーシ ョ ンにおいて もオン / オフの比は 1 ： 1 です。

• 機器は、 シ ミ ュ レーシ ョ ンが進行中で も測定を続行し ます。 つま り 、 現在

の測定値は他の出力を経由し て正し く 出力されます。

" 警告 !

電源異常 （停電等） が発生する と、 この設定は保存されません。

機能説明：ĨĽķě / FRQ ĚċĠĶČĖ（パルス / FRQ 出力）
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ĚĮċĸĎĚČĻĨĽķěğ
! 注意 !

" ﾊﾟﾙｽｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ " 機能で " ｷﾃｲﾊﾟﾙｽｽｳ （規定ﾊﾟﾙｽ数） " が選択し ていない限

り 、 こ の機能を利用する こ と はでき ません。

この機能でシ ミ ュ レーシ ョ ン中に出力されるパルスの数 （例 50） を設定し ま

す。 これによ り 、 外部入力装置および流量計そのものをテス ト でき ます。

パルスは、 " ﾊﾟﾙｽﾊﾊﾞ （ﾊﾟﾙｽ幅） " 機能で設定し たﾊﾟﾙｽ幅で出力されます。

オン / オフの比は 1 ： 1 です。

設定し た値が F キーで確定される と シ ミ ュ レーシ ョ ンが開始されます。

設定し たパルスが出力される と 、 表示は 0 と な り ます。

選択項目：
0 ～ 10000

初期設定：
0

! 注意 !

シ ミ ュ レーシ ョ ンは設定し た値 F  キーで確定される と ス ター ト し ます。

シ ミ ュ レーシ ョ ンは、 " ﾊﾟﾙｽｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ " 機能で再びオフにする こ と ができ ま

す。

" 警告 !

電源異常 （停電等） が発生する と、 この設定は保存されません。

機能説明：ĨĽķě / FRQ ĚċĠĶČĖ（パルス / FRQ 出力）
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11 グループ ステータ スシュ ツ リ ョ ク （ステータ ス出力）

機能説明：ěġĎĞěĚċĠĶČĖ（ステータス出力）

このグループは機器にステータ ス出力が搭載されていない限 り 使用でき ません。

ěġĎĞě OUT ħ ĺĶďġ
（ステータス出力の割当
て）

この機能を使用し て、 ステータ ス出力にス イ ッ チ機能を割 り 当てます。

選択項目：
ｵﾌ

ｵﾝ （作動）

ｱﾗｰﾑ ﾒｯｾｰｼﾞ

ﾁｭｳｲ ﾒｯｾｰｼﾞ （注意 メ ッ セージ）

ｱﾗｰﾑ & ﾁｭｳｲ （ア ラーム＆注意 メ ッ セージ）

ｶﾗｹﾝﾁ （EPD） （空検知機能が作動中の場合のみ）

ﾅｶﾞﾚﾎｳｺｳ （流れ方向）

ﾘﾐｯﾄ ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量の リ ミ ッ ト 値）

初期設定：
ｱﾗｰﾑ ﾒｯｾｰｼﾞ

! 注意 !

• ステータ ス出力の動作は ノーマルク ローズであ る ため、 エラーが発生し て

いない場合は、 出力は閉 （ ト ラ ンジス タ導通） と な り ます。

• ステータ ス出力のス イ ッ チ特性に関する情報 （34 ページ） を読み、 その指

示に従って く ださい。

• " ｵﾌ " を選択する と 、 この機能分類で表示される機能は、 " ｽﾃｰﾀｽ OUT ﾉ 

ﾜﾘｱﾃ （ステータ ス出力の割当て） 機能のみと な り ます。

• 空検知機能はプロマグ 50D にはあ り ません。

ēĻ ħ ďĞĐ
（オンの値） ! 注意 !

" ｽﾃｰﾀｽ OUT ﾉ ﾜﾘｱﾃ （ステータ ス出力の割当て） " 機能で " ﾘﾐｯﾄ ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ

（ リ ミ ッ ト 体積流量） " あ るいは " ﾅｶﾞﾚﾎｳｺｳ （流れ方向） " を選択し ていない

限 り 、 この機能を利用する こ と はでき ません。

この機能を使用し て、 ス イ ッ チオン （ステータ ス出力導通） の値を割 り 当て

ます。 値は、 ス イ ッ チオフの値よ り 大き く て も小さ く て もかまいません。

正の値も負の値も と り ます。

選択項目：
浮動小数点を含む 5 桁の数字 

初期設定：
0 [ 単位 ]

! 注意 !

• " ﾀﾝｲﾉｾﾝﾀｸ （単位の選択） " グループ （8 ページ） から適当な単位を使用し

ます。

• ス イ ッ チオンポ イ ン ト だけがﾅｶﾞﾚﾎｳｺｳ出力では有効です （ス イ ッ チオフポ

イ ン ト はあ り ません）。 ゼロ流量ではない値 （例 5） を入力し た場合、 ｾﾞﾛ

流量 と入力された値の差分がス イ ッ チ切 り 替えの ヒ ステ リ シスの半分に相

当し ます。
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ēĪ ħ ďĞĐ
（オフの値） ! 注意 !

" ｽﾃｰﾀｽ OUT ﾉ ﾜﾘｱﾃ （ステータ ス出力の割 り 当て） " 機能で " ﾘﾐｯﾄ 

ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ （ リ ミ ッ ト 体積流量） " を選択し ていない限 り 、 こ の機能を利用

する こ と はでき ません。

この機能を使用し て、 ス イ ッ チオフ （ステータ ス出力非導通） の値を割 り 当

てます。 値は、 ス イ ッ チオンの値よ り 大き く て も小さ く て もかまいません。

正の値も負の値も と り ます。

選択項目：
浮動小数点を含む 5 桁の数字 

初期設定：
0 [ 単位 ]

! 注意 !

• " ﾀﾝｲﾉｾﾝﾀｸ （単位の選択） " グループ （8 ページ） から適当な単位を使用し

ます。

• " ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ （測定ﾓｰﾄﾞ） " 機能 （49 ページ） で " ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ " 選択し、 ス

イ ッ チオン と ス イ ッ チオフで違 う 符合の値を入力する と、 注意ﾒｯｾｰｼﾞ 

" ﾆｭｳﾘｮｸﾚﾝｼﾞｦｺｴﾏｼﾀ （入力ﾚﾝｼﾞを超えま し た） " が表示されます。

ĚļġĐěđ
（時定数）

この機能を使用し て、 激し く 変動する測定変数に対する ステータ ス出力の応

答を設定し ます。 つま り 、 早 く 応答させる場合時定数を小さ く 、 あ るいは、

遅れて応答させる場合時定数を大き く し ます。

遅延の目的は、 ステータ ス出力が流量の変動に応じ て状態を連続的に変化さ

せないよ う にする ためです。

選択項目：
浮動小数点を含む数字 ： 0.00 ～ 100.00 s

初期設定：
0.00 s

ěġĎĞě OUT ħ ĚļČđĞĐ
（ステータス出力の状態）

この機能を使用し て、 ステータ ス出力の現在の状態を確認し ます。

表示：
ﾋﾄﾞｳﾂｳ （非導通）

ﾄﾞｳﾂｳ （導通）

ēĻ / ēĪ ĚĮċĸĎĚČĻ この機能を使用し て、 ステータ ス出力のシ ミ ュ レーシ ョ ンを起動し ます。

選択項目：
ｵﾌ

ｵﾝ

初期設定：
ｵﾌ

! 注意 !

• " ｽﾃｰﾀｽ 01.SIM. ﾁｭｳ （ステータ ス出力シ ミ ュ レーシ ョ ン中） " と い う メ ッ

セージは、 シ ミ ュ レーシ ョ ンが作動中であ る こ と を示し ています。

• 機器は、 シ ミ ュ レーシ ョ ンが進行中で も測定を続行し ます。 つま り 、 現在

の測定値は他の出力を経由し て正し く 出力されます。

" 警告 !

電源異常 （停電等） が発生する と、 この設定は保存されません。

機能説明：ěġĎĞěĚċĠĶČĖ（ステータス出力）
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ĚĮċĸĎĚČĻ ēĻ / ēĪ
! 注意 !

" ｵﾝ / ｵﾌ ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ " 機能で " オン " を選択し ていない限 り 、この機能は利用

でき ません。

この機能を使用し て、 シ ミ ュ レーシ ョ ンのステータ ス出力の状態 （オン / オ

フ） を設定し ます。 これによ り 、 外部入力装置および流量計そのものをテス ト

でき ます。

選択項目：
ﾋﾄﾞｳﾂｳ （非導通）

ﾄﾞｳﾂｳ （導通）

初期設定：
ﾋﾄﾞｳﾂｳ （非導通）

" 警告 !

電源異常 （停電等） が発生する と、 こ の設定は保存されません。

機能説明：ěġĎĞěĚċĠĶČĖ（ステータス出力）
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11.1 ステータ ス出力の応答

概要

「LIMIT VALUE （ リ ミ ッ ト 値）」 または 「FLOW DIRECTION （流れ方向）」 のステータ ス出力を設
定済みの場合、 ON-VALUE （オンの値） 機能と OFF-VALUE （オフの値） 機能で切 り 替えポイ ン
ト を設定でき ます。 割 り 当て られた測定パラ メ ータがこれらの設定値に到達する と、 ステータ
ス出力は、 下図で示される よ う に切 り 換わ り ます。

リミット値用に設定されたステータス出力

設定された し きい値よ り も測定パラ メ ータが小さ く 、 または大き く なる と、 直ちにステータ ス
出力が切 り 換わ り ます。 適用 ： 流量あ るいはプロセス関連の境界条件の監視

測定変数

A0001235

A = 最大安全 → ➀ SWITCH-OFF POINT （オフの値） > ➁ SWITCH-ON POINT （オンの値）

B = 最大安全 → ➀ SWITCH-OFF POINT （オフの値） < ➁ SWITCH-ON POINT （オンの値）

C = 最大安全 → ➀ ス イ ッ チオフポ イ ン ト  = ➁ ス イ ッ チオンポ イ ン ト （この設定は避けます）

➂ = ステータ ス出力がス イ ッ チオフ （非導通）

流れ方向用に設定されたステータス出力

「SWITCH-ON POINT （オンの値）」 機能で入力し た値によ って、 流れの正方向および負方向の
切 り 替えポイ ン ト が定義されます。 例えば、 入力された切 り 替えポイ ン ト が 1 m3/h の場合、 ス
テータ ス出力は -1 m3/h （非導通） でオフにな り 、 +1 m3/h （導通） でオンに戻 り ます。
プロセスで直接切 り 換え （ス イ ッチング ヒ ステ リ シスな し） が必要な場合、 0 を設定し て く ださ
い。 ローフ ローカ ッ ト オフを使用する場合、 ヒ ステ リ シス を ローフ ローカ ッ ト オフ量以上の値
に設定する こ と をお勧めし ます。

ス イ ッ チオフポ イ ン ト  / ス イ ッ チオンポ イ ン ト

A0001236

a = ステータ ス出力が導通

b = ステータ ス出力が非導通

t

o o

nnm

o

nm

A B C

m

-1 0 +1 a

b

-Q Q
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11.2 ステータ ス出力の動作の切り替え

昨日 状態
オープンコレクタ
（トランジスタ）

オン（作動） システムが測定モード

A0001052

導通

A0001237

システムは測定モード ではな

い

（電源異常）

A0001291

非導通

A0001238

アラームメッセージ システム OK

A0001052

導通

A0001237

（システムあ るいはプロセス

のエラー）

ア ラーム → エラー、 出力 / 

入力、 および積算計への応答

A0001291

非導通

A0001238

注意メッセージ システム OK

A0001052

導通

A0001237

（システムあ るいはプロセス

のエラー）

注意 → 測定続行

A0001291

非導通

A0001238

アラームメッセージ
または、
注意メッセージ

システム OK

A0001052

導通

A0001237

（システムあ るいはプロセス

のエラー）

ア ラーム → エラーへの応答

あ るいは

注意  → 測定続行
A0001291

非導通

A0001238

空検知（EPD）/
オープン電極検知

（OED）

計測チューブ満タ ン

A0001292

導通

A0001237

計測チューブが部分的に

満杯 / 計測チューブが空

A0001293

非導通

A0001238

Esc

E+-

XXX.XXX.XX

Esc

E+-

XXX.XXX.XX

Esc

E+-

XXX.XXX.XX

Esc

E+-

XXX.XXX.XX

Esc

E+-

XXX.XXX.XX

Esc

E+-

XXX.XXX.XX

Esc

E+-

XXX.XXX.XX

Esc

E+-

XXX.XXX.XX

※プロマグ 50D には本機能あ り ません
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流れ方向 正方向

A0001241

非導通

A0001237

逆方向

A0001242

非導通 

A0001238

体積流量リミット値 リ ミ ッ ト 値がオーバーシ ョ ッ

ト あ るいはアンダーシ ョ ッ ト

になっていない。

A0001243

導通

A0001237

リ ミ ッ ト 値がオーバーシ ョ ッ

ト あ るいはアンダーシ ョ ッ ト

になっている。

A0001244

非導通 

A0001238

昨日 状態
オープンコレクタ
（トランジスタ）
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12 グループ ステータ スニュウ リ ョ ク （ステータ ス入力）

機能説明：ěġĎĞěĤċđĶČĖ（ステータス入力）

このグループは機器にステータ ス入力 I/O モジュールが搭載されていない限 り 使用でき ません。

ěġĎĞě IN. ħ ĺĶďġ
（ステータス入力の割当
て）

この機能を使用し て、 ステータ ス入力にス イ ッ チ機能を割 り 当てます。

選択項目：
ｵﾌ

ｾｷｻﾝｹｲ 1 ﾉ ﾘｾｯﾄ （積算計 1 の リ セ ッ ト ）

ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞｾﾞﾛﾘﾀｰﾝ

ｾｷｻﾝｹｲ 2 ﾉ ﾘｾｯﾄ （積算計 2 の リ セ ッ ト ）

全積算計の リ セ ッ ト

初期設定：
ｵﾌ

! 注意 !

" ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞｾﾞﾛﾘﾀｰﾝ " は、ステータ ス入力でア ク テ ィ ブレベルを使用でき る限 り

ア ク テ ィ ブです。 他の割当はステータ ス入力でのレベル変化で反応し ます。

Ģļđęĸīļķ
（動作レベル）

" ｽﾃｰﾀｽ IN. ﾉ ﾜﾘｱﾃ （ステータ ス入力の割 り 当て） " 機能を使用し て割 り 当て

たス イ ッ チが、 ハイ レベルで動作するかローレベルで動作するかを設定し ま

す。

選択項目：
ﾊｲ

ﾛｰ

初期設定：
ﾊｲ

MIN. ĨĽķěĨĨļ
（最小パルス幅）

この機能を使用し て、 設定し たス イ ッ チ機能を起動する ために、 必要な最小

入力パルス幅を設定し ます。

選択項目：
20 ～ 100 ms

初期設定：
50 ms

ěġĎĞě IN. ĚĮċĸĎĚČĻ
（ステータス入力シミュ
レーション）

この機能を使用し て、 ステータ ス入力のシ ミ ュ レーシ ョ ンを起動、 つま り 、

ステータ ス入力に割 り 当てた機能を起動し ます （" ｽﾃｰﾀｽ IN. ﾉ ﾜﾘｱﾃ （ステー

タ ス入力の割 り 当て） " 機能、 40 ページを参照）。

選択項目：
ｵﾌ

ｵﾝ

初期設定：
ｵﾌ

! 注意 !

• " ｽﾃｰﾀｽ I.SIM. ﾁｭｳ （ステータ ス入力シ ミ ュ レーシ ョ ン中） " と い う メ ッ

セージは、 シ ミ ュ レーシ ョ ンが作動中であ る こ と を示し ています。

• 機器は、 シ ミ ュ レーシ ョ ンが進行中で も測定を続行し ます。 つま り 、 現在

の測定値は他の出力を経由し て正し く 出力されます。

" 警告 !

電源異常 （停電等） が発生する と、 この設定は保存されません。
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ĚĮċĸĎĚČĻ ĨĐ / ĹĎ
! 注意 !

" ｽﾃ - ﾀｽ IN. ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ （ステータ ス入力シ ミ ュ レーシ ョ ン） " 機能で " オン "

を選択し ていない限 り 、 こ の機能は利用でき ません。

この機能を使用し て、 シ ミ ュ レーシ ョ ン時のステータ ス入力のハイ / ローを

選択し ます。

選択項目：
ﾊｲ

ﾛｰ

初期設定：
ﾛｰ

" 警告 !

電源異常 （停電等） が発生する と、 この設定は保存されません。

機能説明：ěġĎĞěĤċđĶČĖ（ステータス入力）
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13 グループ ツウシン （通信）

機能説明：ĠđĚĻ（通信）

ĞĖļ ĨļĻĘļđ
（タグ番号）

この機能を使用し て、 タ グ番号を機器に入力し ます。 現場指示計で、 または

HART プロ ト コルを使用し て、 こ のタ グ番号の編集および読み取 り を行 う こ

と ができ ます。

選択項目：
最大 8 文字のテキス ト 、 許容文字 ： A - 、 0 - 9、 +、 -、 句読点

初期設定：
「_ _ _ _ _ _ _ _」 （テキス ト な し）

ĞĖļ ħ ĜĠİĐ
（タグの説明）

この機能を使用し て、 タ グの種類を機器に入力し ます。 現場指示計で、 また

は HART プロ ト コルを使用し て、 こ のタ グの説明の編集および読み取 り を行

う こ と ができ ます。

選択項目：
最大 16 文字のテキス ト 、 許容文字 ： A - 、 0 - 9、 +、 -、 句読点

初期設定：
「_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _」 （テキス ト な し）

ĨļěďĢļĸě この機能を使用し て、 HART プロ ト コルでデータ交換に必要なア ド レ ス を設

定し ます。

選択項目：
0 ～ 15

初期設定：
0

! 注意 !

ア ド レ ス 1 ～ 15: 4 mA の定電流を適用し ます。

HART ĪĽĹĢĘķ この機能を使用し て、 HART プロ ト コルが使用可能であ るかど う かを確認し

ます。

表示：
ｵﾌ = HART プロ ト コルは使用不可

ｵﾝ = HART プロ ト コルは使用可能

! 注意 !

HART プロ ト コルは、 " ｼｭﾂﾘｮｸﾃﾞﾝﾘｭｳ ﾊﾝｲ （出力電流範囲） " 機能 （20 ページ

を参照） で "4-20 mA HART" または "4-20 mA （25 mA） HART" を選択し なけ

れば使用でき ません。

ĜĐĝļđĚĊ ID
（製造者 ID）

この機能を使用し て、 製造者 ID を確認し ます。

表示：
- Endress+Hauser

- 17 （16 進数で 11） は ENDRESS + HAUSER

ġļĨļĐě ID この機能を使用し て、 16 進法でデバイ ス ID を確認し ます。

表示：
41 （10 進数で 65） はプロマグ 50

機器変更 この機能を使用し て、 HART コマン ド イ ン ターフ ェースの機器ご と の変更状

況を閲覧し ます。

表示：
例 ： 5
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機能説明：ĪĽĹĜěĨĽĵİĎĞ

LF ĔčĢēĪ ħ ĺĶďġ
（ローフローカットオフ
の割当て）

この機能を使用し て、 ローフ ローカ ッ ト オフのス イ ッ チポ イ ン ト を割 り 当て

ます。

選択項目：
ｵﾌ

ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量）

初期設定：
ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量）

LF ĔčĢēĪ ON ħ ďĞĐ
（ローフローカットオフ
オンの値）

この機能を使用し て、 ローフ ローカ ッ ト オフのス イ ッ チオンポ イ ン ト を入力

し ます。

入力し た値が 0 でなければ、 ローカ ッ ト オフが起動し ます。 ローフ ローカ ッ

ト オフが起動する と、 表示デ ィ スプレ イの流量値が強調表示されます。

選択項目：
浮動小数点を含む 5 桁の数字 

初期設定：
呼び口径と 国によ って異な り ます （58 ページ以降を参照）。 

! 注意 !

適切な単位は、 " ﾀﾝｲﾉｾﾝﾀｸ （単位の選択） " グループ （8 ページを参照） で決

定されます。

LF ĔčĢēĪ OFF ħďĞĐ
（ローフローカットオフ
の値）

この機能を使用し て、 ローフ ローカ ッ ト オフ を終了させる値を割 り 当てます。

ス イ ッ チオンの値からの正の ヒ ステ リ シス と し て、 ス イ ッ チオフの値を入力

し ます。

選択項目：
整数 0 ～ 100%

初期設定：
50%

A0003882

m = オンの値、 n = オフの値

a = ローフ ローカ ッ ト オフが開始
b = ローフ ローカ ッ ト オフが終了 （a + a ⋅ H）

H = ヒ ステ リ シス ： 0 ～ 100%
■ = ローフ ローカ ッ ト オフが動作する範囲

Q = 流量

t

H

Q

m

n
b

a
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ĔĵėĻğ（EPD）
空検知（EPD）

測定チューブが満管でない と 流量は正し く 測定でき ません。 この状態は、 常

に " ｶﾗｹﾝﾁ （空検知） " 機能で監視されています。 こ の機能を使用し て、

ｶﾗｹﾝﾁ （EPD） または、 オープン電極検知 （OED） を起動し ます。

• EPD = ｶﾗｹﾝﾁ （EPD 電極を使用）

• OED = オープン電極検知 （測定電極を利用し て空パイプを検知。 機器に 

EPD 電極がないか、 取 り 付け方向によ り  EPD 電極が利用でき ない場合。）

• プロマグ 50D には EPD/OED 共あ り ません。

選択項目：
ｵﾌ - ｽﾍﾟｼｬﾙ - OED - ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ

ｵﾌ （EPD も OED も有効ではない）

ｽﾍﾟｼｬﾙ （呼び口径 < 400 の場合のみ） ：

分離型機器の EPD を起動する。 （検出器と 変換器が別れている機器）

OED ：

オープン電極検知 （OED） を起動する。

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ ：

以下の場合に EPD を起動する。

- 一体型機器 （検出器と変換器が一体と なっている機器）

- 計測チューブのラ イ ニングや測定電極上に流体が付着する よ う な使用方法

初期設定：
ｵﾌ

! 注意 !

• " ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ " および " ｽﾍﾟｼｬﾙ " は、EPD 電極が付いているセンサの場合のみ

表示されます。

• 出荷時に EPD / OED 機能の設定は " ｵﾌ " になっています。 必要に応じ て、

設定を変更し て く だ さい。

• 機器は、 工場にて水 （500 μS/cm） で調整されています。 使用する流体の導

電率 と大き く 外れる場合は、 " ｶﾗｹﾝﾁﾉﾁｮｳｾｲ （空検知の調整） " 機能を現地

で実施し て く ださい (46 ページのセ ク シ ョ ン " ｶﾗｹﾝﾁ ﾉ ﾁｮｳｾｲ （空検知の

調整） " を参照 )。

• EPD または OED を有効にする前に、 調整係数が有効でなければな り ませ

ん。 調整係数が有効でない場合は、 " ｶﾗｹﾝﾁﾉﾁｮｳｾｲ （空検知の調整） " 機能

が表示されます （44 ページを参照）。

• 調整に問題があ る場合、 以下のエラー メ ッ セージが表示されます。

- ﾏﾝｶﾝ = ﾊﾟｲﾌﾟｶﾗ ：

空パイプ と満管パイプの調整値が同じです。 このよ う な場合は、

" ｶﾗｹﾝﾁﾉﾁｮｳｾｲ （空検知の調整） " をもう一度実行しなければなりませ
ん。

- ﾁｮｳｾｲｼｯﾊﾟｲ ： 

流体の導電率が許容範囲を超えている ため、 調整ができ ませんでし た。

（次ページに続 く ）

機能説明：ĪĽĹĜěĨĽĵİĎĞ
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ĔĵėĻğ（EPD）
空検知（EPD）
（続き）

空パイプ検知に関する注意 （EPD および OED）
• 測定チューブが満管でない と流量は正し く 測定でき ません。 この状態は、

常に EPD/OED によ り 監視されています。

• 空または、 部分的に満た されている配管はプロセスエラー と な り ます。

初期設定では、 注意 メ ッ セージが出されこのプロセスセ ラーは出力には影

響あ り ません。

• EPD/OED のプロセスエラーは変更可能なステータ ス出力よ り 出力でき ま

す。

• " ﾌﾟﾛｾｽｴﾗｰﾉﾜﾘｱﾃ （ﾌﾟﾛｾｽｴﾗｰの割当て） " 機能を用いて注意あ るいはエ

ラー メ ッ セージが起動でき ます （54 ページを参照）。

• 調整値の確認は、 空ﾊﾟｲﾌﾟ検知を起動する こ と によ ってのみ実行されます。

も し、 空または満管の調整が、 空パイプ検知が有効に されている間に実行

される と、 調整終了後、 確認を開始するために、 空パイプ検知を無効にし、

再び有効にし なければな り ません。

部分的に満たされている配管の場合
EPD/OED がオンになっていて、 部分的に満た されている配管または空の配管

への応答は、 注意 メ ッ セージ " ﾊﾟｲﾌﾟｶﾗ " が表示されます。 配管が部分的に空

で EPD/OED が無効の場合、 同じ構成のシステムにおいて も応答が異な る こ

と があ り ます。

• 流量の読み取 り 値が変動する

• 流量がゼロ と なる

• 流量の読み取 り 値が過度に高 く な る

オープン電極検知に関する注意（OED）
オープン電極検知 （OED） 機能は、 空パイプ検知 （EPD） に似ています。

EPD は装置にオプシ ョ ンで EPD 電極が搭載されていなければな ら ないのに対

し て、 OED は標準装備の 2 つの測定電極を使用し て部分的に満た されている

状態 （測定電極が露出し ている状態） を検知し ます。

次の場合にもオープン電極検知を使用でき ます。

• センサが EPD を使用する ために最適な位置に取 り 付け られていない （最適 

= 水平取 り 付け）。

• センサに EPD 電極が装備されていない。

! 注意 !

• ケーブル長 ：

分離型を使用し ている場合、 OED 機能を使用でき る最大の許容長は 15m で

す。

• OED ｶﾗﾁｮｳｾｲ ：

オープン電極検知で最良の結果を得る ためには、 空調整を し ている間、 電

極はでき る限 り ド ラ イ （流体の膜がない） であ る こ と が重要です。

通常の動作状態で も、 OED 機能は測定チューブが空の と きに流体の膜が電

極上にでき ていない場合に有効です。

機能説明：ĪĽĹĜěĨĽĵİĎĞ
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ĔĵėĻğ ħ ğČđĜĐ
（空検知の調整）

この機能を使用し て、 計測チューブの空または満管調整を実行し ます。

プロマグ 50D には本機能はあ り ません。

! 注意 !

詳細およびその他の有効な情報は 44 ページ を参照し て く ださい。

選択項目：
ｵﾌ

ﾏﾝｶﾝﾁｮｳｾｲ （EPD 満管調整）

ｶﾗﾊﾟｲﾌﾟﾁｮｳｾｲ （EPD 空ﾊﾟｲﾌﾟ調整）

OED ﾏﾝｶﾝﾁｮｳｾｲ （OED 満管調整）

OED ｶﾗﾁｮｳｾｲ （OED 空ﾊﾟｲﾌﾟ調整）

初期設定：
ｵﾌ

EPD または OED 空ĨĽĐĪĽ / 満管調整の手順
1. 配管を空にし ます。 EPD 調整の場合は、 計測チューブの内壁は調整対象

の流体で濡れているべきですが、 OED 調整の場合はこの限 り ではあ り ま

せん！

2. 空ﾊﾟｲﾌﾟ調整を開始し ます ： " ｶﾗﾊﾟｲﾌﾟﾁｮｳｾｲ （空ﾊﾟｲﾌﾟ調整） " または、

"OED ｶﾗﾁｮｳｾｲ （OED 空調整） " を選択し、 F を押し て確定し ます。

3. 空ﾊﾟｲﾌﾟ調整後、 配管を流体で満た し ます。

4. 満管調整を開始し ます ： " ﾏﾝｶﾝﾁｮｳｾｲ （満管調整） " または "OED 

ﾏﾝｶﾝﾁｮｳｾｲ （OED 満管調整） " を選択し、 F を押し て確定し ます。

5. 調整を終了後、 " ｵﾌ " を選択し、 F を押し て こ の機能を終了し ます。

6. " ｶﾗｹﾝﾁ （空検知） " 機能を選択し ます。 次の設定を選択し、 " ｶﾗｹﾝﾁ （空

検知） " をオンにし ます。

- EPD → " ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ " または " ｽﾍﾟｼｬﾙ " を選択し、 F を押し て確定し ま

す。

- OED → "OED" を選択し、 F を押し て確定し ます。

" 警告 !

調整係数は、 EPD/OED を起動する前に有効にする必要があ り ます。 調整が正

し く ない と 次の メ ッ セージが表示されます。

- ﾏﾝｶﾝ = ﾊﾟｲﾌﾟｶﾗ

空パイプ と 満管の調整値が同じです。 こ のため、 空パイプ調整または、 満

管調整をもう一度行う必要があります。

- ﾁｮｳｾｲｼｯﾊﾟｲ （調整失敗）

流体の導電率が許容範囲を超えたため調整不可能です。

機能説明：ĪĽĹĜěĨĽĵİĎĞ
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ĔĵėĻğēđĢđĚļĔĻ
（空検知応答時間） ! 注意 !

" ｶﾗｹﾝﾁ （空検知） " 機能において " ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ "、 " ｽﾍﾟｼｬﾙ " または "OED" を

選択し ていない限 り 、 この機能を利用する こ と はでき ません。

この機能を使用し て、 注意 メ ッ セージまたはア ラーム メ ッ セージが生成され

る前に、 " 空 " パイプが継続し なければな ら ない時間を設定し ます。 こ こ で定

義された設定は、 ア ク テ ィ ブ状態の空パイプ検知 （EPD） または、 オープン

電極検知 （OED） で使用されます。

選択項目：
固定小数点数 1.0 ～ 100 s

初期設定：
1.0 s

! 注意 !

OED 検出時間 ：

オープン電極の検知は、 空パイプ検知 （EPD） と 対照的に、 動作がゆっ く り

（少な く と も 25 秒の遅延） で設定された応答時間の遅延を さ らに加えた後に

有効にな り ます！ 

ほ と んどの使用において、 部分的に満た された配管の検知のための最適な方

法と し て、 EPD を推奨し ます。

ECC
（電極洗浄回路） ! 注意 !

この機能は、 装置にオプシ ョ ンの電極ク リ ーニング機能が搭載されていない

限 り 、 使用でき ません。

この機能を使用し て、 周期的な電極ク リ ーニング （ECC） を実行し ます。

選択項目：
ｵﾌ

ｵﾝ

初期設定：
ｵﾝ （オプシ ョ ンの電極ク リ ーニング機能 ECC が使用でき る場合のみ）

電極クリーニング（ECC）に関する注意
電極上や測定用チューブの内壁に伝導性の堆積物が存在する と 、 それが測定

値に悪影響を及ぼすこ と があ り ます。 電極ク リ ーニング回路 （ECC） は、 その

よ う な伝導性の堆積物が電極付近に付着するのを防止するために開発されま

し た。

上記の ECC は、 タ ン タルを除けば、 入手可能なすべての電極材質に対し て有

効に機能し ます。 タ ン タルを電極材質と し て使用し た場合、 ECC は電極表面

の酸化防止のみを行います。

" 警告 !

伝導性の付着物が発生する よ う な用途で長い期間 ECC をオフ状態にし てお く

と 、 測定チューブの内壁に堆積物が形成され、 測定値に悪影響を及ぼす可能

性があ り ます。 このよ う な堆積物の付着をあ る特定のレベルを超え る まで放

置し てお く と、 ECC をオンにし て も手遅れで堆積物の除去が不可能にな る場

合があ り ます。 そのよ う な事態になった場合は、 測定チューブの ク リ ーニン

グを行って、 堆積物を除去する必要があ り ます。

ECC ĚļĝļĖĚļĔĻ
（ECC 持続時間） ! 注意 !

この機能は、 装置にオプシ ョ ンの電極ク リ ーニング機能が搭載されていない

限 り 、 使用でき ません。

この機能を使用し て、 電極ク リ ーニングの所要時間を指定し ます。

選択項目：
固定小数点を含む数字 ： 0.01 ～ 30.0 s

初期設定：
2.0 s

機能説明：ĪĽĹĜěĨĽĵİĎĞ
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ECC ĶĔĨļĶĎĚļĔĻ
（ECC リカバリー時間） ! 注意 !

この機能は、 装置にオプシ ョ ンの電極ク リ ーニング機能が搭載されていない

限 り 、 使用でき ません。

この機能を使用し て、 ク リ ーニング前に最後に測定された流量値が維持され

る回復時間を指定し ます。 電極の ク リ ーニング後は電気化学的な干渉電圧に

よ り 信号出力が変動する こ と があ る ため、 回復時間が必要です。

選択項目：
最大 3 桁の数字 ： 1 ～ 600 s

初期設定：
5 s

" 警告 !

回復時間 （最大 600 s） の間は、 ク リ ーニング前に最後に測定された値が出力

されます。 つま り 、 この期間、 装置は流量の変化 （た と えば障害などによ る） 

を記録し ないこ と を意味し ます。

CYCLE ECC
（ECC サイクル） ! 注意 !

この機能は、 装置にオプシ ョ ンの電極ク リ ーニング機能が搭載されていない

限 り 、 使用でき ません。

この機能を使用し て、 電極ク リ ーニングのサイ クルを指定し ます。

選択項目：
整数 : 30 ～ 10080 min

初期設定：
40 min

機能説明：ĪĽĹĜěĨĽĵİĎĞ
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15 グループ システムパラ メ ータ

機能説明：ĚěġįĨĽĵİĎĞ

ĜĻęĢĶĠėĬđĘđ
（センサ取付方向）

必要であれば、 この機能を使用し て流量の符号を逆にし ます。

選択項目：
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向） （矢印の示す方向の流れ）

ｷﾞｬｸﾎｳｺｳ （逆方向） （矢印と は反対の方向の流れ）

初期設定：
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

! 注意 !

センサの銘板に記されている矢印に指示されている方向を参照し て、 流体が

流れる実際の方向を確かめて く だ さい。

ĝĖġĐ ıĎĢļ
（測定モード）

この機能を使って、 あ らゆる出力および内部積算計用の測定モード を選択し

ます。

選択項目：
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ （正 / 負両方向）

初期設定：
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

次のページで、 測定モード別の各出力および内部積算計の応答を詳し く 説明

し ます。

電流出力と周波数出力
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

選択し た流れ方向の流量だけを合計し、 （正または負のフルスケール値 ➁ = 流

れ方向）、 反対方向の流量は考慮し ません （無効）。

電流出力例 ：

A0001248

ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ （正 / 負両方向）

電流出力と 周波数出力の出力信号は、 流れ方向 （測定パラ メ ータの絶対量） に

は無関係です。

"20mA ﾉ ｱﾀｲ （20 mA の値） " あ るいは "MAX. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ （最大周波数の

値） "  ➂ （例 ： 逆方向） は、 反対側の "20mA ﾉ ｱﾀｲ （20 mA の値） " あ るい

は "MAX. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ （最大周波数の値） "  ➁ （例 ： 正方向） に相当し ま

す。

正方向および逆方向の流量を考慮し ます。

電流出力例 ：

A0001249

! 注意 !

流れ方向は設定可能なステータ ス出力によ り 出力する こ と ができ ます。

（次ページに続 く ）
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ĝĖġĐ ıĎĢļ
（測定モード）
（続き）

パルス出力
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

正方向の流量だけを合計し ます。 負方向の流量は考慮し ません。

ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ （正 / 負両方向）

正方向および逆方向の流量を考慮し ます。

! 注意 !

流れ方向は設定可能なステータ ス出力によ り 出力する こ と ができ ます。

ステータス出力

! 注意 !

" ｽﾃｰﾀｽ OUT ﾉ ﾜﾘｱﾃ （ステータ ス出力の割当て） " 機能で、 " ﾘﾐｯﾄﾁ （ リ ミ ッ

ト 値） " が選択されている場合のみ有効です。

ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

ステータ ス出力信号は設定し た し きい値で切 り 換わ り ます。

ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ （正 / 負両方向）

ステータ ス出力信号は、 符号に関係な く 、 設定された し きい値で切 り 換わ り

ます。 つま り 、 し きい値を正符号で設定する と、 ステータ ス出力信号は、 負

の値 （負の符号） に達する と 直ちに切 り 換わ り ます （図を参照）。

ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ （正 / 負両方向） 測定モード の例 ：

ス イ ッ チオンの値 Q = 4

ス イ ッ チオフの値 Q = 10

➀ = ステータ ス出力がス イ ッ チオン （導通）

➁ = ステータ ス出力がス イ ッ チオフ （非導通）

A0001247

ĬĽĚļġĆĪļĜļĹĶĞĎĻ この機能を使用する と 、 測定を中断し ます。

例えば、 配管を洗浄する時にこの機能が必要にな り ます。

この設定は、 機器のすべての機能および出力に影響し ます。

選択項目：
ｵﾌ

ON → 信号出力は 「ZERO FLOW （流量ゼロ）」 の値に設定されます。

初期設定：
ｵﾌ

機能説明：ĚěġįĨĽĵİĎĞ
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ĚěġįĞļĻĩĽĻĖļ この機能を使用し て、 デジ タルフ ィ ルタのフ ィ ルタ深度を設定し ます。

これによ って、 妨害ピーク （液体中の高固形分、 ガス気泡など） に対する、 流

量測定信号の感度を下げる こ と ができ ます。 フ ィ ルタ設定に伴って、 システ

ムの応答時間も増えます。

選択項目：
0 ～ 15

初期設定：
9

! 注意 !

システムダンピングは、 機器のすべての機能および出力に影響し ます。

ĐĻġĖļĸĎĚČĻ ħ ĚļĔĻ
（インテグレーションの
時間）

この機能は、 測定信号が積算される時間を設定する と きに使用し ます。

通常の場合には、 初期設定値を変更する必要はあ り ません。

選択項目：
3.3 ～ 65 ms

初期設定：
50 Hz ラ イ ン周波数 （た と えば、 東日本地域） では 20 ms

60 Hz ラ イ ン周波数 （た と えば、 西日本地域） では 16.7 ms

" 警告 !

イ ンテグレーシ ョ ンの時間は測定時間 （53 ページ） よ り 大きい値を選択し な

いで く ださい。

! 注意 !

イ ンテグレーシ ョ ンの時間は、 測定された起電圧を変換器が積分し ている時

間のこ と です。

つま り 、 実際の流量を測定し ている時間です （その後、 磁界は次の積分のた

め反対の極性にな り ます）。

機能説明：ĚěġįĨĽĵİĎĞ
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16 グループ センサデータ

機能説明：ĜĻęġļĎĞ

センサデータはすべて （キ ャ リ ブレーシ ョ ンフ ァ ク ター , ゼロポ イ ン ト および呼び口径等） は工場出荷時

に設定され、 センサのパラ メ ータ設定はすべて S-DAT メ モ リ ーチ ッ プに保存されます。

" 警告 !

通常の状況下では、 これらの設定を変更し ないで く ださい。 変更する と 、 機器全体の多数の機能に影響が

あ り 、 特に機器の精度に影響を及ぼし ます。 し たがって、 以下で説明する機能はプラ イベー ト コード番号

を入力し て も変更される こ と はあ り ません。

これらの機能については、 弊社サービ スにお問い合わせ く ださい。

ĘđĜĐĩļ
（校正日）

この機能を使用し て、 センサ校正の日付と 時刻を表示し ます。

表示：
校正の日付および時刻

初期設定：
現在の校正の日付および時刻

! 注意 !

校正の日付および時刻のフ ォーマ ッ ト は、 " ﾌｫｰﾏｯﾄ ﾋﾂﾞｹ / ｼﾞｺｸ （フ ォーマ ッ

ト  日付 / 時刻） " で設定し て く だ さい。 → 9 ページ

K- ĪąĖĞ この機能を使って、 センサの校正フ ァ ク タ を表示し ます。 校正フ ァ ク タは、

工場で決定され、 設定されます。

表示：
固定小数点を含む 5 桁の数字 ： 0.5000 ～ 2.0000

初期設定：
呼び口径および校正に応じ て異な り ます。

! 注意 !

この値も センサの型式銘板に記載されています。

ĜļĹġĻ
（ゼロ点）

この機能は、 センサに関する現在の校正係数を表示し ます。

ゼロポ イ ン ト 調整値は、 工場で決定され、 設定されます。

表示：
最大 4 桁の数字 ： -1000 ～ +1000

初期設定：
呼び口径および校正に応じ て異な り ます。

! 注意 !

この値も センサの型式銘板に記載されています。

ĴĩļĘđėĐ
（呼び口径）

この機能は、 センサの呼び口径を表示し ます。 呼び口径は、 センサのサイ ズ

に応じ て異な り 、 工場出荷時に計算され、 設定されます。

表示：
 2 ～ 2000 mm

初期設定：
センサのサイ ズに応じ て異な り ます。

! 注意 !

この値も センサの型式銘板に記載されています。
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ĝĖġĐĕĔĻ
（測定期間）

この機能を使って、 全体的な測定期間を設定し ます。

測定期間は、 磁場上昇時間、 回復時間、 積分時間 （セ ッ ト 可能）、 および空検

知 （EPD） 時間から算出し ます。

選択項目：
0.0 ～ 1000 ms

初期設定：
呼び口径に応じ て異な り ます。

! 注意 !

システムはユーザ入力をチェ ッ ク し、 測定時間を妥当な値に設定し ます

（設定が 0 ms の と きは、 システムが自動的に最短時間を算出し ます）。

ğČđĔġļĻďĠĚļĔĻ
（超過電圧時間）

これは磁界をでき るだけ早 く 発生させる ために過電圧を コ イル回路に印加す

る時間を設定する と きに使用し ます。

過電圧時間は測定実施中に自動的に調整されます。 過電圧時間はセンサのタ

イプ と呼び径に依存し、 メ ーカで設定されます。

表示：
4 桁の浮動小数点数 0.0 ～ 100.0 ms

初期設定：
呼び口径に応じ て異な り ます。

EPD ġļĻĕČĖ
（EPD 電極）

この機能を使って、 センサに EPD 電極が付いているか確認し ます。

表示：
ﾊｲ

ｲｲｴ

初期設定：
ﾊｲ → 電極が標準で取付け済み

ECC ħ ĕČĖĜĐ
（ECC の極性）

この機能は電極洗浄 （ECC） の現在の極性を示し ます。 電極洗浄は電極の材質

に応じ てプラ ス またはマ イナスの電流のいずれかを使用し ます。

機器は S-DAT メ モ リ チ ッ プに格納されている電極材質データ を も と に自動的

に正しい極性を選択し ます。

表示：
ポジテ ィ ブ → 1.4435/316L、 ア ロ イ C-22、 白金 / ロ ジウ ム、 チタ ン製電極

ネガテ ィ ブ → タ ン タル電極

" 警告 !

極性が誤った電流を加え る と 、 電極材料が破壊される こ と があ り ますので注

意し て く ださい。

機能説明：ĜĻęġļĎĞ
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17 グループ カ ンシ （監視）

機能説明：ĔĻĚ（監視）

ėļĻęļĐ ħ ĚļČđĞĐ
（現在の状態）

この機能を使用し て現在の装置の状態を確認し ます。

表示：
" ｼｽﾃﾑ OK" あ るいは最優先の ア ラーム / 注意 メ ッ セージ "

Ęĸĭġļ ħ ĚļČđĞĐ
（これまでの状態）

この機能を使用し て、 最後に測定を開始し て以来発生し たア ラームおよび注

意 メ ッ セージの中で、 15 の最新 メ ッ セージを確認でき ます。

表示：
ア ラームあ るいは注意 メ ッ セージの中で 15 の最新 メ ッ セージ

ĚěġįĒĵĎ ħ ĺĶďġ
（システムエラーの割当
て）

この機能を使用し て、 すべてのシステムエラーおよび関連するエラーの分類

（ア ラーム メ ッ セージあ るいは注意 メ ッ セージ） を確認し ます。 システムのエ

ラー メ ッ セージを 1 つ選択する と 、 そのエラーの分類を変更する こ と ができ

ます。

選択項目：
ｷｬﾝｾﾙ

システムエラーの リ ス ト

! 注意 !

• 以下の方法で この機能を終了でき ます ：

" ｷｬﾝｾﾙ " を選択し F を押し て確定し ます。

• システムエラーの一覧は取扱説明書 プロマグ 50 （BA046D） で確認でき ま

す。

ĒĵĎ ħ ĪļĻķĐ
（エラーの分類） ! 注意 !

この機能は、 " ｼｽﾃﾑｴﾗｰ ﾉ ﾜﾘｱﾃ （システムエラーの割 り 当て） " 機能でシス

テムエラーが選択された時だけ使用でき ます。 

この機能を使用し て、 選択し たシステムエラーが、 注意 メ ッ セージあ るいは

ア ラーム メ ッ セージのどち らに分類するかを設定し ます。 " ア ラーム メ ッ セー

ジ " を選択する と、 すべての出力が、 それぞれ設定されているエラー応答に

従って応答し ます。

選択項目：
ﾁｭｳｲﾒｯｾｰｼﾞ （注意 メ ッ セージ） （表示のみ）

ｱﾗｰﾑﾒｯｾｰｼﾞ （出力と 表示）

! 注意 !

F を 2 度押し て、 " ｼｽﾃﾑｴﾗｰ ﾉ ﾜﾘｱﾃ （システムエラーの割 り 当て） " 機能を

呼び出し ます。

ĪĽĹĜěĒĵĎ ħ ĺĶďġ
（プロセスエラーの割当
て）

この機能を使用し て、 すべてのプロセスエラーおよび関連するエラーの分類

（ア ラーム メ ッ セージあ るいは注意 メ ッ セージ） を確認し ます。 プロセスエ

ラー メ ッ セージを 1 つ選択する と 、 そのエラーの分類を変更する こ と ができ

ます。

選択項目：
ｷｬﾝｾﾙ

プロセスエラーの リ ス ト

! 注意 !

• 以下の方法で この機能を終了でき ます ：

" ｷｬﾝｾﾙ " を選択し F を押し て確定し ます。

• プロセスエラーの一覧は取扱説明書 プロマグ 50 （BA046D） で確認でき ま

す。
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ĒĵĎ ħ ĪļĻķĐ
（エラーの分類） ! 注意 !

この機能は、 " ﾌﾟﾛｾｽｴﾗｰﾉﾜﾘｱﾃ （プロセスエラーの割 り 当て） " 機能でプロセ

スエラーが選択された時だけ使用でき ます。 

この機能を使用し て、 選択し たプロセスエラーが注意 メ ッ セージあ るいはア

ラーム メ ッ セージのどち らに分類するかを設定し ます。 " ア ラーム メ ッ セージ

" を選択する と、 すべての出力が、 それぞれ設定されているエラー応答に従っ

て応答し ます。

選択項目：
ﾁｭｳｲﾒｯｾｰｼﾞ （注意 メ ッ セージ） （表示のみ）

ｱﾗｰﾑﾒｯｾｰｼﾞ （出力と 表示）

! 注意 !

F を 2 度押し て、 " ﾌﾟﾛｾｽｴﾗｰ ﾉ ﾜﾘｱﾃ （プロセスエラーの割当て） " 機能を呼

び出し ます。

ďĵĎįğĒĻĜčġĐ
（アラーム遅延設定）

この機能を使用し て、 ア ラーム メ ッ セージあ るいは注意 メ ッ セージが表示さ

れる までに、 中断な しでエラーが満た さ なければな ら ない基準を設定し ます。

設定およびエラーの種類に応じ て、 この遅延設定は以下に対し て影響し ます。

• 表示

• ステータ ス出力

• 電流出力

• 周波数出力

選択項目：
 0 ～ 100 秒 （1 秒ステ ッ プ）

初期設定：
0 s

" 警告 !

この機能を起動する と 、 ア ラーム メ ッ セージおよび注意 メ ッ セージは、 上位

のコ ン ト ローラ （プロセス コ ン ト ローラ など） に転送される前に、 設定に対

応する時間だけ遅延し ます。 し たがって、 この種類の遅延がプロセスの安全

性に対する要件に影響を及ぼすこ と がないかを事前にチェ ッ クする必要があ

り ます。

ア ラーム メ ッ セージまたは注意 メ ッ セージを抑止し てはいけない場合、 こ こ

には 0 秒を入力し なければな り ません。

Ěěġį ĶĜčĢ この機能を使用し て、 機器の リ セ ッ ト を行います。

選択項目：
ｲｲｴ

ｼｽﾃﾑﾉﾘﾌﾞｰﾄ （主電源を外さずに再起動し ます。） 

初期設定：
ｲｲｴ

ĔĢļđĚļĔĻ
（稼働時間）

機器の稼働時間が表示されます。

表示：
稼動時間に応じ て表示が変わ り ます。

稼働時間 < 10 時間 → 表示形式 = 0 ： 00 ： 00 （時 ： 分 ： 秒）

稼働時間 10 ～ 10,000 時間 → 表示形式 = 0000 ： 00 （時 ： 分）

稼働時間 > 10,000 時間 → 表示形式 = 000000 （時）

ĨĽĵİĎĞ ħ ĬĝļĻ
（パラメータの保存）

この機能は EEPROM の全パラ メ ータ を永久保存する機能がオンかオフかを表

示し ます。

表示：
0 = ｵﾌ

1 = ｵﾝ

初期設定：
ｵﾝ

機能説明：ĔĻĚ（監視）
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18 グループ シ ミ ュ レーシ ョ ンシステム

機能分類：ĚĮċĸĎĚČĻĚěġį

ĪĈĎķĜĎĪ ĚĮċĸĎĚČĻ この機能を使用し て、 異常発生時すべての出力および積算計が設定された

フ ェールセーフモード通 り に応答するかど う かをチェ ッ ク し ます。 この期間

中、 " ﾌｪｰﾙｾｰﾌ SIM ﾁｭｳ （フ ェールセーフシ ミ ュ レーシ ョ ン中） " と い う メ ッ

セージが画面に表示されます。

選択項目：
ｵﾝ

ｵﾌ

初期設定：
ｵﾌ

ĝĖġĐğ ĚĮċĸĎĚČĻ
（測定値シミュレーショ
ン）

この機能を使用し て、 すべての出力および積算計が設定された流量応答モー

ド通 り に応答するかど う かをチェ ッ ク し ます。 この期間中、 " ｿｸﾃｲﾁ SIM ﾁｭｳ

（測定値シ ミ ュ レーシ ョ ン中） " と い う メ ッ セージがが画面に表示されます。

選択項目：
ｵﾌ

ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量）

初期設定：
ｵﾌ

" 警告 !

• こ のシ ミ ュ レーシ ョ ンを実行し ている間は、 測定する こ と はでき ません。

• 電源異常 （停電等） が発生する と、 この設定は保存されません。

ĚĮċĸĎĚČĻ ĝĖġĐğ
（シミュレーション測定
値）

! 注意 !

この機能は、 " ｿｸﾃｲﾁ ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ （測定値シ ミ ュ レーシ ョ ン） " 機能が ON に

なっていない と 使用する こ と ができ ません （= " ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量） "）。

この機能を使用し て、 値 （例 ： 12 m3/s） を指定し ます。

これによ り 、 外部入力装置および流量計そのものをテス ト でき ます。

選択項目：
浮動小数点を含む 5 桁の数字 

初期設定：
0 [ 単位 ]

" 警告 !

電源異常 （停電等） が発生する と、 こ の設定は保存されません。

! 注意 !

適切な単位は、 " ﾀﾝｲﾉｾﾝﾀｸ （単位の選択） " グループで決定されます （8 ペー

ジを参照）。
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19 グループ センサバージ ョ ン

20 グループ アンプバージ ョ ン

機能説明：ĜĻęĨļĎĚļČĻ

ĚĶďķģĻĨļĎ この機能を使用し て、 センサのシ リ アルナンバーを確認でき ます。

ĜĻęĞĐĪĽ この機能を使って、 センサタ イプを表示し ます。

ハードウェアレビジョン
番号センサ

この機能を使用し て、 センサのハード ウ ェ アレ ビジ ョ ン番号を閲覧し ます。

S-DAT SW ĔĐġĐ No.
（S-DAT ソフトウェア
改訂番号）

この機能は S-DAT のソ フ ト ウ ェ アレ ビジ ョ ン番号を照会する と きに使用し ま

す。

機能説明：ďĻĪĽĨļĎĚļČĻ

DEVICE SOFTWARE 現在の機器の ソ フ ト ウ ェアバージ ョ ンを表示し ます｡

ďĻĪĽ SW ĔĐġĐĨļĻĘļđ
（アンプソフトウェア改 
訂番号）

この機能はアンプの ソ フ ト ウ ェアレ ビジ ョ ン番号を照会する と きに使用し ま

す。

ėļĻĘļ ĖļķĎĪĽ
（言語グループ）

この機能は、 言語のｸﾞﾙｰﾌﾟを照会する と きに使用し ます。

次の言語ｸﾞﾙｰﾌﾟを発注する こ と ができ ます。 : WEST EU/USA （西欧 7 カ国

語）、 EAST EU/SCAND （東欧 7 カ国語）、 ASIA （日本語）

表示：
利用でき る言語グループ

! 注意 !

• 利用でき る言語グループで選択でき る言語は " ｹﾞﾝｺﾞ （言語） " 機能で表示さ

れます。

• 言語グループは、 FieldCare によ り 変更する こ と ができ ます。 ご質問等ござ

いま し た ら、 弊社営業所までご連絡 く だ さい。

ĤċđĚċĠĶČĖĞĐĪĽ
（入出力タイプ）

この機能は I/O モジ ュールの構成を照会する ために使用し ます。

I/O SW ĔĐġĐĨļĻĘļđ
（I/O ソフトウェア改訂番
号）

この機能は I/O モジ ュールの ソ フ ト ウ ェアレ ビジ ョ ン番号を照会する と きに

使用し ます。
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21 初期設定

21.1 SI 単位 （米国と カナダは除 く ） 

 ローフ ローカ ッ ト オフ、 フルスケール値、 パルス値、 積算計

呼び口径 ローフローカットオフ フルスケール値 ĨĽķěğ（ĨĽķě値） êœéZåv

[mm] [inch] （約 v = 0.04 m/s） （約 v = 2.5 m/s）
（約 2 パルス /s、 v = 

2.5 m/s 時）

2 1/12" 0.01 dm3/min 0.5 dm3/min 0.005 dm3 dm3

4 5/32" 0.05 dm3/min 2 dm3/min 0.025 dm3 dm3

8 5/16" 0.1 dm3/min 8 dm3/min 0.10 dm3 dm3

15 1/2" 0.5 dm3/min 25 dm3/min 0.20 dm3 dm3

25 1" 1 dm3/min 75 dm3/min 0.50 dm3 dm3

32 1 1/4" 2 dm3/min 125 dm3/min 1.00 dm3 dm3

40 1 1/2" 3 dm3/min 200 dm3/min 1.50 dm3 dm3

50 2" 5 dm3/min 300 dm3/min 2.50 dm3 dm3

65 2 1/2" 8 dm3/min 500 dm3/min 5.00 dm3 dm3

80 3" 12 dm3/min 750 dm3/min 5.00 dm3 dm3

100 4" 20 dm3/min 1200 dm3/min 10.00 dm3 dm3

125 5" 30 dm3/min 1850 dm3/min 15.00 dm3 dm3

150 6" 2.5 m3/h 150 m3/h 0.025 m3 m3

200 8" 5.0 m3/h 300 m3/h 0.05 m3 m3

250 10" 7.5 m3/h 500 m3/h 0.05 m3 m3

300 12" 10 m3/h 750 m3/h 0.10 m3 m3

350 14" 15 m3/h 1000 m3/h 0.10 m3 m3

400 16" 20 m3/h 1200 m3/h 0.15 m3 m3

450 18" 25 m3/h 1500 m3/h 0.25 m3 m3

500 20" 30 m3/h 2000 m3/h 0.25 m3 m3

600 24" 40 m3/h 2500 m3/h 0.30 m3 m3

700 28" 50 m3/h 3500 m3/h 0.50 m3 m3

- 30" 60 m3/h 4000 m3/h 0.50 m3 m3

800 32" 75 m3/h 4500 m3/h 0.75 m3 m3

900 36" 100 m3/h 6000 m3/h 0.75 m3 m3

1000 40" 125 m3/h 7000 m3/h 1.00 m3 m3

- 42" 125 m3/h 8000 m3/h 1.00 m3 m3

1200 48" 150 m3/h 10000 m3/h 1.50 m3 m3

- 54" 200 m3/h 13000 m3/h 1.50 m3 m3

1400 - 225 m3/h 14000 m3/h 2.00 m3 m3

- 60" 250 m3/h 16000 m3/h 2.00 m3 m3

1600 - 300 m3/h 18000 m3/h 2.50 m3 m3

- 66" 325 m3/h 20500 m3/h 2.50 m3 m3

1800 72" 350 m3/h 23000 m3/h 3.00 m3 m3

- 78" 450 m3/h 28500 m3/h 3.50 m3 m3

2000 - 450 m3/h 28500 m3/h 3.50 m3 m3
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言語

長さ

国 言語

オース ト ラ リ ア 英語

オース ト リ ア オラ ンダ語

ベルギー 英語

チェ コ共和国 チェ コ語

デンマーク 英語

英国 英語

フ ィ ン ラ ン ド フ ィ ン ラ ン ド語

フ ラ ン ス フ ラ ン ス語

ド イ ツ オラ ンダ語

香港 英語

ハンガ リ ー 英語

イ ン ド 英語

イ ン ド ネシア イ ン ド ネシア語

その他の国 英語

イ タ リ ア イ タ リ ア語

日本 日本語

マレーシア 英語

オラ ンダ オラ ンダ語

ノ ルウ ェー ノ ルウ ェー語

ポーラ ン ド ポーラ ン ド語

ポル ト ガル ポル ト ガル語

ロ シア ロ シア語

シンガポール 英語

南アフ リ カ 英語

スペイ ン スペイ ン語

ス ウ ェーデン ス ウ ェーデン語

ス イ ス オラ ンダ語

タ イ 英語

単位

長さ mm
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21.2 US 単位 （米国と カナダのみ）

ローフ ローカ ッ ト オフ、 フルスケール値、 パルス値、 積算計

言語、 長さ

呼び口径 ローフローカットオフ フルスケール値 ĨĽķěğ（ĨĽķě値） êœéZåv

[inch] [mm] （約 v = 0.04 m/s） （約 v = 2.5 m/s）
（約 2 パルス /s、

v = 2.5 m/s 時）

1/12" 2 0.002 gal/min 0.1 gal/min 0.001 gal gal

5/32" 4 0.008 gal/min 0.5 gal/min 0.005 gal gal

5/16" 8 0.025 gal/min 2 gal/min 0.02 gal gal

1/2" 15 0.10 gal/min 6 gal/min 0.05 gal gal

1" 25 0.25 gal/min 18 gal/min 0.20 gal gal

1 1/4" 32 0.50 gal/min 30 gal/min 0.20 gal gal

1 1/2" 40 0.75 gal/min 50 gal/min 0.50 gal gal

2" 50 1.25 gal/min 75 gal/min 0.50 gal gal

2 1/2" 65 2.0 gal/min 130 gal/min 1 gal gal

3" 80 2.5 gal/min 200 gal/min 2 gal gal

4" 100 4.0 gal/min 300 gal/min 2 gal gal

5" 125 7.0 gal/min 450 gal/min 5 gal gal

6" 150 12 gal/min 600 gal/min 5 gal gal

8" 200 15 gal/min 1200 gal/min 10 gal gal

10" 250 30 gal/min 1500 gal/min 15 gal gal

12" 300 45 gal/min 2400 gal/min 25 gal gal

14" 350 60 gal/min 3600 gal/min 30 gal gal

16" 400 60 gal/min 4800 gal/min 50 gal gal

18" 450 90 gal/min 6000 gal/min 50 gal gal

20" 500 120 gal/min 7500 gal/min 75 gal gal

24" 600 180 gal/min 10500 gal/min 100 gal gal

28" 700 210 gal/min 13500 gal/min 125 gal gal

30" - 270 gal/min 16500 gal/min 150 gal gal

32" 800 300 gal/min 19500 gal/min 200 gal gal

36" 900 360 gal/min 24000 gal/min 225 gal gal

40" 1000 480 gal/min 30000 gal/min 250 gal gal

42" - 600 gal/min 33000 gal/min 250 gal gal

48" 1200 600 gal/min 42000 gal/min 400 gal gal

54" - 1.3 Mgal/d 75 Mgal/d 0.0005 Mgal Mgal

- 1400 1.3 Mgal/d 85 Mgal/d 0.0005 Mgal Mgal

60" - 1.3 Mgal/d 95 Mgal/d 0.0005 Mgal Mgal

- 1600 1.7 Mgal/d 110 Mgal/d 0.0008 Mgal Mgal

66" - 2.2 Mgal/d 120 Mgal/d 0.0008 Mgal Mgal

72" 1800 2.6 Mgal/d 140 Mgal/d 0.0008 Mgal Mgal

78" - 3.0 Mgal/d 175 Mgal/d 0.001 Mgal Mgal

- 2000 3.0 Mgal/d 175 Mgal/d 0.001 Mgal Mgal

単位

言語 英語

長さ INCH





■仙台サービス
〒 980-0011  仙台市青葉区上杉 2-5-12  今野ﾋﾞﾙ

Tel. 022(265)2262　Fax. 022(265)8678

■横浜サービス
〒 221-0045  横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ﾋﾞﾙ

Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 745-0814 周南市鼓海 2-118-46

Tel. 0834(25)6231　Fax. 0834(25)6232

■新潟サービス
〒 950-0923 新潟市中央区姥ケ山 4-11-18

Tel. 025(286)5905　Fax. 025(286)5906

■名古屋サービス
〒 463-0088  名古屋市守山区鳥神町 88

Tel. 052(795)0221　Fax. 052(795)0440

■小倉サービス
〒 802-0971 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

Tel. 093(963)2822　Fax. 093(963)2832

■千葉サービス
〒 290-0054 市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1912　Fax. 042(314)1941

■水島サービス
〒 712-8061 倉敷市神田 1-5-5

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464

■計量器製造業登録工場　■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）

BA049D/33/JA/11.09
STAR/FM+SGML 6.0J

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス部サービスデスク
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919  Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容は
お断りなく変更することがありますのでご了承ください。

07.10/ マーコムグループ
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